
の
ほ
か
、
半
導
体
の
洗
浄
に

使
う
「
フ
ッ
化
水
素
」、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
有
機
Ｅ
Ｌ

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
用
い
る

「
フ
ッ
化
ポ
リ
イ
ミ
ド
」
の

３
品
目
に
つ
い
て
対
韓
輸
出

規
制
を
強
化
し
た
。
そ
れ
ま

で
韓
国
に
輸
出
す
る
企
業
に

３
年
間
有
効
な
許
可
を
与
え

て
個
別
申
請
を
省
略
し
て
き

た
が
、
７
月
４
日
以
降
は
契

約
ご
と
に
審
査
し
て
輸
出
の

可
否
を
判
断
。
期
間
も
原
則

半
年
と
す
る
よ
う
運
用
を
厳

格
化
し
て
い
た
。

　

経
産
省
は
今
回
の
運
用
見

直
し
に
つ
い
て
、
規
制
強
化

以
降
の
取
引
実
績
か
ら
「
特

経
産
省
、
強
化
以
来
初
め
て

対
韓
輸
出
規
制
を
一
部
緩
和

韓
国
議
長
案
に
否
定
的
見
解

元
徴
用
工
問
題
で
大
統
領
府

国
内
輸
出
企
業
に
と
っ
て
は

事
務
手
続
き
が
少
な
く
な
る

恩
恵
が
あ
る
。
７
月
に
日
本

が
対
韓
輸
出
規
制
強
化
を
発

表
し
て
以
降
、
運
用
見
直
し

は
初
め
て
。
２
４
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
日
韓
首
脳
会
談

に
向
け
た
環
境
整
備
の
可
能

性
が
あ
る
。

　

日
本
は
７
月
、
レ
ジ
ス
ト

　
【
共
同
】
経
済
産
業
省
は

２
０
日
、
半
導
体
材
料
３
品

目
に
関
す
る
韓
国
向
け
の
輸

出
規
制
に
つ
い
て
一
部
を
緩

和
し
た
。
基
板
に
塗
る
感
光

剤
「
レ
ジ
ス
ト
」
に
関
し
、

特
定
の
企
業
同
士
の
取
引

は
、
現
状
の
原
則
半
年
か
ら

最
大
３
年
間
の
許
可
が
取
れ

る
よ
う
運
用
を
見
直
し
た
。

な
見
解
を
示
し
た
。
被
告
企

業
に
賠
償
を
命
じ
た
最
高
裁

判
決
を
「
尊
重
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
主
張
。
被
告

企
業
の
出
資
が
必
要
と
の
原

則
を
改
め
て
強
調
し
た
。

　

韓
国
政
府
は
２
０
日
、
中

国
四
川
省
成
都
で
２
４
日
に

文
在
寅
大
統
領
と
安
倍
晋
三

首
相
に
よ
る
首
脳
会
談
を
行

う
と
正
式
発
表
し
た
。
首
脳

会
談
前
に
見
解
を
表
明
し
、

文
議
長
の
法
案
を
ベ
ー
ス
に

し
た
解
決
を
図
ら
な
い
姿
勢

を
鮮
明
に
し
た
。

　

法
案
の
国
会
提
出
後
、
大

統
領
府
側
が
見
解
を
表
明
し

た
の
は
初
め
て
。
日
本
側

も
先
行
き
を
注
視
し
て
い
る

が
、
法
案
に
よ
る
解
決
の
見

通
し
は
一
層
不
透
明
に
な
っ

た
。
日
本
政
府
が
被
告
企
業

の
出
資
を
受
け
入
れ
る
の
は

難
し
い
と
み
ら
れ
る
。
対
韓

輸
出
規
制
強
化
措
置
を
一
部

緩
和
す
る
な
ど
関
係
改
善
と

取
れ
る
動
き
も
あ
る
が
、
首

脳
会
談
で
元
徴
用
工
問
題
が

イ
ラ
ン
、
海
自
派
遣
に
理
解

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相
は
２
０
日
、
来
日
し
た
イ
ラ
ン
の
ロ
ウ
ハ
ニ
大
統
領
と
官
邸
で
会
談
し
た
。
首
相
は

中
東
の
緊
張
緩
和
に
外
交
努
力
を
尽
く
す
決
意
を
示
し
た
上
で
「
イ
ラ
ン
が
核
合
意
を
完
全
に
履
行
し
、
地
域
の

平
和
と
安
定
に
建
設
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
」
と
表
明
。
ロ
ウ
ハ
ニ
師
は
ト
ラ
ン
プ
米
政
権

の
核
合
意
離
脱
を
非
難
し
つ
つ
、
海
上
自
衛
隊
の
中
東
派
遣
方
針
に
理
解
を
示
し
た
。
イ
ラ
ン
大
統
領
の
来
日
は

２
０
０
０
年
の
ハ
タ
ミ
大
統
領
以
来
１
９
年
ぶ
り
。

首
相
、
核
合
意
の
履
行
要
求

大
統
領
が
１
９
年
ぶ
り
来
日

（１） ２０１９年第５３９５号  １２月 ２１日 （土曜日）

半
導
体
材
料
「
レ
ジ
ス
ト
」

介
外
交
の
難
航
は
必
至
だ
。

　

会
談
で
首
相
は
「
中
東
地

域
の
緊
張
の
高
ま
り
を
強
く

懸
念
し
て
い
る
。
日
本
と
し

て
緊
張
緩
和
と
安
定
化
に
で

き
る
限
り
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
」
と
述
べ
た
。
イ
ラ

ン
が
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
）
と
連
携
す
る
重
要

性
も
指
摘
し
た
。
ロ
ウ
ハ
ニ

師
は
核
合
意
に
関
し
「
米
国

の
一
方
的
で
非
合
理
的
な
離

脱
を
強
く
非
難
す
る
。
日
本

を
は
じ
め
各
国
が
核
合
意
維

持
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
を

願
う
」
と
語
っ
た
。

　

日
本
政
府
に
よ
る
と
、
首

相
は
海
自
の
中
東
派
遣
は
情

報
収
集
の
強
化
が
目
的
だ
と

説
明
。
イ
ラ
ン
が
警
戒
す
る

米
主
導
の
有
志
連
合
と
は
一

線
を
画
し
、
独
自
の
取
り
組

み
で
航
行
の
安
全
確
保
に
貢

献
す
る
と
強
調
し
た
。

大
阪
万
博
は
４

月
１
３
日
開
幕

登
録
申
請
書
を
閣
議
決
定

　
【
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク

共
同
＝
飯
沼
賢
一
】
北
朝
鮮

が
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の

制
裁
を
回
避
す
る
抜
け
穴
と

し
て
、
ロ
シ
ア
の
影
響
下
に

あ
る
国
連
未
加
盟
の
係
争

地
「
ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
共
和

国
」
に
少
な
く
と
も
２
５
０

人
の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
送
り

込
み
、
外
貨
稼
ぎ
の
継
続
を

図
っ
て
い
る
こ
と
が
２
０
日

分
か
っ
た
。
北
朝
鮮
労
働
者

を
雇
用
す
る
ロ
シ
ア
人
実
業

家
が
共
同
通
信
に
明
ら
か
に

し
た
。

　

安
保
理
決
議
は
加
盟
国
に

北
朝
鮮
労
働
者
の
受
け
入
れ

を
禁
じ
、
今
月
２
２
日
ま
で

の
全
員
送
還
を
求
め
て
い
る

が
、
国
連
の
権
威
が
及
ば
な

い
地
域
が
悪
用
さ
れ
て
い
る

米
朝
、
協
議
再
開
な
ら
ず

ビ
ー
ガ
ン
氏
訪
中
終
え
る

定
の
企
業
間
で
は
貿
易
管
理

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
確

認
で
き
た
」
と
説
明
し
た
。

レ
ジ
ス
ト
以
外
の
２
品
目
に

つ
い
て
も
、
日
韓
企
業
間
の

実
績
が
積
み
上
が
れ
ば
、
レ

ジ
ス
ト
と
同
様
に
輸
出
規
制

を
緩
和
す
る
方
針
。

　

た
だ
経
産
省
は
今
回
の
対

応
は
、
個
別
企
業
同
士
の
取

引
に
関
す
る
変
更
で
、
対
韓

輸
出
の
規
制
強
化
自
体
を
撤

回
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
強

調
。
今
月
１
６
日
に
開
い
た

日
韓
の
貿
易
管
理
当
局
に
よ

進
展
す
る
か
ど
う
か
は
見
通

せ
な
い
。

　

原
告
の
元
徴
用
工
ら
は
法

案
に
関
し
、
被
告
の
日
本
企

業
の
出
資
や
日
本
側
の
謝
罪

が
前
提
と
な
っ
て
い
な
い
こ

と
に
反
発
し
て
い
る
。

　

大
統
領
府
は
原
告
ら
の
立

場
に
理
解
を
示
し
た
形
で
、

高
官
は
「（
元
徴
用
工
ら
）

被
害
者
の
意
見
が
非
常
に
重

要
だ
」
と
強
調
。
日
本
企
業

に
賠
償
を
命
じ
た
確
定
判
決

を
尊
重
し
な
が
ら
被
害
者
た

ち
が
納
得
で
き
る
解
決
策
が

必
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

大
統
領
府
側
が
否
定
的
な

見
解
を
示
し
た
こ
と
で
、
与

党
議
員
を
中
心
に
距
離
を

置
く
議
員
が
増
え
る
と
み
ら

れ
、
法
の
成
立
が
困
難
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

実
態
が
浮
か
ん
だ
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア（
グ
ル
ジ
ア
）

北
西
部
、
黒
海
沿
岸
の
ア
ブ

ハ
ジ
ア
は
事
実
上
の
独
立
状

態
に
あ
り
、
ロ
シ
ア
が
後
ろ

は
２
０
日
、
北
京
で
の
２
日

間
の
日
程
を
終
え
、
帰
国
の

途
に
就
い
た
。
日
本
訪
問
中

に
急
き
ょ
、
訪
中
が
発
表

さ
れ
た
た
め
、
中
国
滞
在

中
に
北
朝
鮮
側
高
官
と
接
触

す
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ

た
が
、
非
核
化
協
議
再
開
は

持
ち
越
し
と
な
っ
た
も
よ
う

だ
。

　

北
朝
鮮
は
今
月
下
旬
に
朝

鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
総
会

を
開
き
、「
重
大
問
題
」
を

討
議
、
決
定
す
る
と
予
告
し

て
い
る
。
米
朝
対
話
の
行
き

詰
ま
り
を
受
け
て
今
週
末
に

も
総
会
を
開
催
、
強
硬
路
線

を
打
ち
出
す
と
の
観
測
も
出

て
お
り
、
米
軍
は
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
関
連
施
設
や
部
隊

へ
の
監
視
を
強
め
て
い
る
。

　

ビ
ー
ガ
ン
氏
は
１
９
日
に

中
国
の
羅
照
輝
外
務
次
官
、

２
０
日
に
は
楽
玉
成
外
務
次

官
や
中
国
共
産
党
中
央
対
外

連
絡
部
の
王
亜
軍
副
部
長
と

会
談
し
た
。
北
朝
鮮
を
非
核

化
協
議
に
復
帰
さ
せ
る
た

め
協
力
を
求
め
た
と
み
ら
れ

る
。

　

ビ
ー
ガ
ン
氏
は
２
０
日
、

滞
在
先
の
ホ
テ
ル
で
、
自
身

の
国
務
副
長
官
就
任
が
米
議

会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
笑

顔
を
見
せ
つ
つ
、
米
朝
協
議

に
つ
い
て
の
質
問
に
は
口
を

閉
ざ
し
た
。

　

北
朝
鮮
は
年
末
を
期
限
に

米
国
に
「
敵
視
政
策
」
の
撤

回
を
要
求
、
大
陸
間
弾
道
ミ

サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
関
連

と
み
ら
れ
る
実
験
な
ど
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
２
０
日
付

の
内
閣
な
ど
の
機
関
紙
「
民

主
朝
鮮
」
は
金
正
恩
朝
鮮
労

働
党
委
員
長
が
今
年
、
相
次

ぎ
新
型
兵
器
を
完
成
さ
せ

「
最
強
の
国
家
防
衛
力
」
を

固
め
た
と
た
た
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ロ
ウ
ハ
ニ

師
は
「
日
本
の
意
図
を
理
解

し
て
お
り
、
透
明
性
を
も
っ

て
イ
ラ
ン
に
説
明
し
て
い
る

こ
と
を
評
価
す
る
」
と
応
じ

た
。
別
の
関
係
筋
に
よ
る
と

「
外
国
部
隊
が
中
東
地
域
に

駐
留
す
る
こ
と
は
、
安
定
に

つ
な
が
ら
な
い
」
と
述
べ
、

有
志
連
合
を
け
ん
制
し
た
。

　

会
談
時
間
は
少
人
数
の
約

１
時
間
２
０
分
を
含
め
て
計

約
２
時
間
１
０
分
。
そ
の
後

の
夕
食
会
で
も
意
見
交
換
し

た
。

　

両
首
脳
の
会
談
は
９
月
に

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
実
施
し

て
以
来
。
安
倍
首
相
は
今
年

６
月
、
日
本
の
現
職
首
相
と

し
て
は
１
９
７
９
年
の
イ
ラ

ン
革
命
以
来
初
め
て
イ
ラ
ン

を
訪
問
し
、
ロ
ウ
ハ
ニ
師
の

ほ
か
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ

師
と
も
会
談
し
た
。

ガ
ン
北
朝
鮮
担
当
特
別
代
表

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国
大

統
領
府
高
官
は
２
０
日
、
文

喜
相
国
会
議
長
が
国
会
に
提

出
し
た
、
日
韓
で
寄
付
金
を

募
り
元
徴
用
工
ら
に
支
給
す

る
内
容
の
法
案
に
つ
い
て

「
被
告
の
日
本
企
業
が
出
資

し
な
か
っ
た
場
合
、
問
題
解

決
に
つ
な
が
ら
な
い
可
能
性

が
あ
る
」
と
述
べ
、
否
定
的

　
【
北
京
共
同
】米
国
の
ビ
ー

イランのロウハニ大統領（左）と会談する安倍首相＝
２０日午後、首相官邸（共同）

北
朝
鮮
、
制
裁
免
れ
外
貨
稼
ぎ

黒
海
沿
岸
ア
ブ
ハ
ジ
ア
、
ロ
も
協
力

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

桜
島
、
見
頃

右
肩
上
が
り
「
縁
起
良
し
」

鹿
児
島
県
霧
島
市
で
見
ら
れ

た
、
桜
島
山
頂
と
夕
日
が
重

な
り
宝
石
の
よ
う
に
輝
く
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
桜
島
」
＝
２
０
日

午
後
５
時
４
分
（
共
同
）

る
局
長
級
会
合
と
の
関
係
も

「
な
い
」
と
否
定
し
た
。

　

韓
国
大
統
領
府
関
係
者
は

２
０
日
、
今
回
の
見
直
し
に

つ
い
て
「
日
本
の
自
発
的
な

措
置
で
あ
り
、
一
部
進
展
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し

な
が
ら
も
「
根
本
的
な
解
決

策
と
し
て
は
不
十
分
だ
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

韓
国
向
け
の
レ
ジ
ス
ト
を

扱
う
化
学
メ
ー
カ
ー
の
担
当

者
は「
冷
静
に
受
け
止
め
る
。

措
置
が
ど
う
な
ろ
う
と
も
、

ル
ー
ル
に
従
っ
て
粛
々
と
対

応
し
て
い
く
方
針
に
変
わ
り

な
い
」
と
述
べ
た
。

　
【
共
同
】
政
府
は
２
０
日

の
閣
議
で
、
２
０
２
５
年
大

阪
・
関
西
万
博
の
会
期
を

２
５
年
４
月
１
３
日
か
ら

１
０
月
１
３
日
ま
で
と
す
る

こ
と
を
定
め
た
「
登
録
申
請

書
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
年

内
に
政
府
が
博
覧
会
国
際
事

務
局
（
Ｂ
Ｉ
Ｅ
）
へ
提
出
し
、

２
０
年
６
月
の
Ｂ
Ｉ
Ｅ
総
会

で
の
承
認
を
目
指
す
。

　

梶
山
弘
志
経
済
産
業
相
は

閣
議
後
記
者
会
見
で
「（
前

回
の
）
大
阪
万
博
か
ら
半
世

紀
が
た
ち
、
夢
と
驚
き
を
与

え
る
よ
う
な
万
博
に
し
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

　

登
録
申
請
書
で
は
、
会
場

を
大
阪
市
の
夢
洲
の
約
１
５ 

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
明
記
。

テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未

来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
、

サ
ブ
テ
ー
マ
に
「
い
の
ち
を

救
う
」「
い
の
ち
に
力
を
与

え
る
」「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
」

の
三
つ
を
据
え
、
コ
ン
セ
プ

ト
は「
未
来
社
会
の
実
験
場
」

と
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

　

資
金
計
画
に
関
し
、
会
場

建
設
費
が
約
１
２
５
０
億

円
、
運
営
費
は
約
８
１
０
億

円
と
の
見
積
も
り
を
盛
り
込

ん
だ
。
過
度
な
商
業
主
義
を

回
避
し
つ
つ
財
源
確
保
に
取

り
組
む
方
針
も
掲
げ
た
。
会

期
終
了
後
は
、
関
西
の
経
済

団
体
と
大
阪
府
、
市
で
方
針

を
策
定
し
、
跡
地
の
利
用
計

画
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

盾
。
現
地
で
建
設
会
社
を
登

記
し
、
北
朝
鮮
労
働
者
を
雇

用
す
る
極
東
サ
ハ
リ
ン
州
の

実
業
家
ユ
ー
リ
ー
・
デ
ィ
ヤ

コ
フ
氏
（
５
５
）
は
、
ア
ブ

ハ
ジ
ア
が
国
際
的
に
は
独
立

国
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、「
国
連
制
裁
に
従
う
義

務
が
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

同
氏
に
よ
る
と
、
労
働
者

は
平
壌
か
ら
極
東
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
や
モ
ス
ク
ワ
を
経
由

し
、
鉄
道
で
ア
ブ
ハ
ジ
ア
に

移
動
。
就
労
に
際
し
て
は
現

地
の
「
ロ
シ
ア
大
使
館
」
が

協
力
し
た
。
黒
海
沿
岸
の
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や
住
宅
の
建

設
に
従
事
し
、
人
数
は
今
後

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

同
大
使
館
は
「
北
朝
鮮
人

が
働
い
て
い
る
の
は
把
握
し

て
い
る
が（
ロ
シ
ア
政
府
は
）

直
接
関
与
し
て
い
な
い
。
ア

ブ
ハ
ジ
ア
外
務
省
が
労
働
を

許
可
し
た
」
と
説
明
。

　

安
保
理
は
２
０
１
７
年
に

北
朝
鮮
労
働
者
の
２
年
以
内

の
送
還
を
定
め
た
制
裁
決
議

を
採
択
。
ロ
シ
ア
に
は
３
万

人
以
上
い
た
が
、
外
務
省
高

官
は
１
３
日
、
イ
ン
タ
フ
ァ

ク
ス
通
信
に
対
し
、
安
保

理
決
議
に
従
い
、
国
内
の
全

て
の
北
朝
鮮
労
働
者
を
期
限

ま
で
に
送
還
す
る
と
表
明
し

た
。

　

デ
ィ
ヤ
コ
フ
氏
に
よ
る

は
２
０
日
午
後
５
時
ご
ろ
、

雲
の
切
れ
間
か
ら
の
ぞ
い
た

夕
日
が
山
頂
に
か
か
り
、
約

５
分
間
ま
ば
ゆ
い
光
が
稜
線

か
ら
漏
れ
た
。
見
物
客
ら
は

「
き
れ
い
」
と
歓
声
を
上
げ
、

幻
想
的
な
光
景
に
見
入
っ

た
。

　

初
め
て
来
た
と
い
う
宮
崎

県
都
城
市
の
無
職
小
田
透
さ

ん
（
７
３
）
は
「
カ
メ
ラ
仲

間
の
間
で
は
有
名
。
何
枚
か

い
い
写
真
が
撮
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
」
と
に
っ
こ
り
。

　

霧
島
市
が
昨
年
か
ら
Ｐ
Ｒ

を
始
め
た
と
こ
ろ
、
写
真
共

有
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
」
で
話
題
に
。
天
候
に
よ

る
が
、
昨
年
は
計
７
回
き
れ

い
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
現
れ

た
と
い
う
。
同
市
担
当
者
は

「
今
年
１
年
で
悪
い
こ
と
が

あ
っ
た
人
も
、
最
後
は
い
い

こ
と
あ
り
そ
う
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
気
分
に
な
っ
て
く
れ
た

ら
」。

　
【
共
同
】
鹿
児
島
の
シ
ン

ボ
ル
桜
島
（
鹿
児
島
市
）
で
、

山
頂
と
夕
日
が
重
な
り
宝
石

の
よ
う
に
輝
く
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
桜
島
」
が
見
ら
れ
る
季

節
を
迎
え
た
。
特
に
北
側
の

霧
島
市
方
向
か
ら
見
え
る
右

肩
上
が
り
の
稜
線
は
「
縁
起

が
良
い
」
と
観
光
客
ら
に
人

気
。
霧
島
市
に
よ
る
と
、
毎

年
１
２
月
上
旬
〜
１
月
上
旬

の
午
後
５
時
ご
ろ
が
見
頃
と

い
う
。

　

標
高
約
４
８
０
メ
ー
ト
ル

の
高
台
に
あ
る
同
市
福
山
町

の
「
惣
陣
が
丘
展
望
所
」
で

強
め
る
米
政
権
と
、
核
合
意

か
ら
の
逸
脱
行
為
で
対
抗
す

る
イ
ラ
ン
の
溝
は
深
く
、
仲

　

首
相
に
は
、
対
立
す
る
米

国
と
イ
ラ
ン
の
橋
渡
し
役
を

担
う
思
惑
が
あ
る
。
制
裁
を

と
、
１
５
年
に
ア
ブ
ハ
ジ
ア

へ
の
労
働
者
派
遣
を
北
朝
鮮

側
に
提
案
し
、
北
朝
鮮
も
了

承
し
た
。
同
じ
く
ロ
シ
ア
の

影
響
下
に
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア

の
係
争
地
、
南
オ
セ
チ
ア

に
送
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。

　

た
だ
両
係
争
地
は
人
口
が

少
な
く
「
需
要
は
計
千
人

程
度
」。
同
氏
は
、
係
争
地

で
の
北
朝
鮮
労
働
者
の
雇
用

は
、
制
裁
が
解
除
さ
れ
る
ま

で
同
国
と
の
関
係
を
保
つ
狙

い
も
あ
る
と
述
べ
た
。



２
軒
の
不
動
産
転
売
で
儲
け

長
期
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
景

気
後
退
）
に
苦
し
ん
だ
。
そ

の
た
め
、
１
５
、１
６
年
の

１
〜
１
１
月
累
積
は
純
減

だ
っ
た
。
１
７
年
以
降
、
若

干
、
回
復
の
兆
し
が
見
え
て

は
い
た
が
、
１
７
、１
８
年

の
伸
び
は
今
年
よ
り
は
小
さ

か
っ
た
。

　

投
資
銀
行
Ａ
Ｂ
Ｃ
ブ
ラ
ジ

ル
の
シ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
、
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ャ
ヴ
ィ

エ
ル
氏
は
、
１
１
月
の
結
果

は
市
場
の
予
想
を
上
回
っ
た

と
し
、
中
期
的
に
見
た
場
合

は
、
全
て
の
経
済
指
標
が
経

済
や
雇
用
の
回
復
を
示
し
て

お
り
、
経
済
活
動
が
よ
り
活

性
化
す
る
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
と
し
て
い
る
。

　

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
こ
の
結
果
を
受

け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ラ
イ
ブ
中
継
で
、「
１
月
か

ら
１
１
月
ま
で
の
累
積
で

９
５
万
人
分
の
正
規
雇
用
が

増
え
た
。
１
２
月
も
残
っ
て

い
る
し
、
絶
対
に
年
間
累
積

で
１
０
０
万
人
突
破
だ
」
と

　
【
既
報
関
連
】
リ
オ
州
検
察
局
は
１
９
日
、ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
長
男
の
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
上
議
が
約
２
３
０
万
レ
ア
ル
に
上
る
資
金
洗
浄
の
疑
い
が
あ
る
と
発
表
。
ま
た
、

「
汚
職
の
指
揮
者
」
と
の
見
方
を
固
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
も

反
論
を
試
み
て
い
る
。
２
０
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

の
一
部
ま
た
は
全
額
を
議
員

に
払
い
戻
さ
せ
る
「
ラ
シ
ャ

ジ
ー
ニ
ャ
」
が
行
わ
れ
た
可

能
性
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
検
察
局
は
、

２
０
１
５
〜
１
８
年
に
「
ボ

ウ
ソ
チ
ニ
」
が
所
属
す
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

監
察
官
が
確
認
し
た
売
上
額

と
、
同
店
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
た
金
額
と
は
２
５
％
の

開
き
が
あ
る
こ
と
も
確
認
。

同
店
の
売
上
と
、
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
と
サ
ン
チ
ニ
氏
の
口
座

に
収
益
と
し
て
振
り
込
ま
れ

た
額
の
差
は
１
６
０
万
レ
ア

ル
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
ア
パ
ー
ト
を
使
っ

た
資
金
洗
浄
は
、
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
夫
婦
が
２
０
１
２
年
に

合
計
３
１
万
レ
ア
ル
で
購
買

し
た
二
つ
の
物
件
を
扱
っ

た
不
動
産
屋
の
口
座
に
、

３
１
万
レ
ア
ル
の
小
切
手
と

６
３
万
８
４
０
０
レ
ア
ル
の

現
金
を
入
金
。
２
０
１
３

年
１
１
月
と
２
０
１
４
年
２

月
に
そ
れ
ぞ
れ
、
２
３
７
％

増
の
５
７
万
３
千
レ
ア
ル

と
、
２
９
２
％
増
の
５
５
万

　

今
年
も
あ
と
２
週
間
を

切
っ
た
が
、
聖
市
民
に
と
っ

て
年
明
け
に
気
が
か
り
な
こ

と
の
一
つ
は
バ
ス
代
の
値
上

げ
だ
。
昨
年
は
３
・
８
レ
ア

ル
か
ら
４
レ
ア
ル
、
今
年
も

４
レ
ア
ル
か
ら
４
・
３
レ
ア

ル
に
値
上
げ
し
て
お
り
、
来

年
は
い
く
ら
上
が
る
か
と
ビ

レ
ア
ル
で
転
売
し
た
が
、
そ

の
間
の
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
の
不

動
産
の
相
場
は
１
１
％
未

満
の
上
昇
率
だ
っ
た
。
ま

た
、
実
際
に
は
８
１
万
レ
ア

ル
余
り
の
収
益
を
得
た
の

に
、
税
務
署
へ
の
申
告
は

１
７
万
６
６
０
０
レ
ア
ル
と

な
っ
て
い
た

　

リ
オ
州
検
察
局
は
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
氏
を
「
汚
職
の
指
揮

者
」
と
見
な
し
て
お
り
、
そ

の
言
葉
は
１
９
日
の
グ
ロ
ー

ボ
局
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
使
わ

れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
は
１
９
日
、
ビ
デ
オ
で

反
論
を
試
み
た
。
同
氏
は
、

一
連
の
捜
査
で
２
４
件
の
家

宅
捜
索
令
状
を
出
し
た
リ
オ

州
地
裁
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
・
イ

タ
バ
イ
ア
ー
ナ
判
事
の
娘

は
、
リ
オ
州
政
府
で
幽
霊
職

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
店
に
不
審
振
込
み

語
っ
た
。

　

し
か
し
、
１
２
月
は
例

年
、
正
規
雇
用
が
減
る
傾
向

に
あ
る
。
経
済
省
社
会
保
障

労
働
特
別
局
長
の
ロ
ジ
ェ
リ

オ
・
マ
リ
ー
ニ
ョ
氏
は
、
今

年
の
ト
ー
タ
ル
は

６
３
万
５
５
０
０

人

純

増

程

度
（
昨
年
は

５
２
万
９
５
０
０

人
）
に
な
る
の
で

は
と
見
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
は
、
ラ
イ
ブ

中
継
の
中
で
「
ま

だ
ま
だ
こ
の
国
に

は
、
１
２
０
０
万

人
も
の
失
業
者

が
い
る
。
こ
れ
は

多
す
ぎ
る
」
と
も

語
っ
た
。

　

Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
ｄ
は

サ
ー
ビ
ス
、商
業
、

製
造
業
、建
設
業
、

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
が
行
っ
た

調
査
で
は
、
市
場
関
係
者
は

１
１
月
は
４
万
７
２
５
０
人

の
純
増
と
予
想
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
今
年
１
月
か
ら

１
１
月
ま
で
の
累
積
で
は
純

増
９
４
万
８
３
４
４
人
で
、

同
じ
期
間
で
比
べ
た
場
合

は
、
１
５
４
万
６
千
人
だ
っ

た
２
０
１
３
年
以
来
の
伸
び

幅
だ
っ
た
。

　

伯
国
は
１
４
年
半
ば
か
ら

２
０
１
６
年
の
終
わ
り
ま
で

　

伯
国
経
済
省
が
１
９
日
、

１
１
月
の
全
就
労
・
失
業
者

台
帳
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
１
１
月
の
正
規
雇

用
者
は
９
万
９
２
３
２
人
の

純
増
だ
っ
た
。
２
０
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

こ
れ
で
８
カ
月
連
続
の

正
規
雇
用
純
増
と
な
っ
た
。

１
１
月
は
年
末
商
戦
な
ど
に

向
け
て
雇
用
が
増
え
や
す
い

月
だ
が
、今
年
の
伸
び
幅
は
、

１
３
万
８
２
４
７
人
増
だ
っ

た
２
０
１
０
年
以
来
の
大
き

さ
だ
。

　

経
済
デ
ー
タ
調
査
会
社

11
月
は
予
想
の
倍
９
万
９
千
人

市
警
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
消
防
士
告
発

商
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
が
牽
引

公
共
行
政
、
鉱
業
、
農
業
、

公
益
事
業
の
８
部
門
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
規
雇
用

の
状
態
を
出
す
。

　

１
１
月
の
好
結
果
は
、
単

独
で
１
０
万
６
８
３
４
人
の

ナ
の
ア
パ
ー
ト
２
軒
の
購
入

費
に
見
せ
か
け
て
洗
浄
し
た

と
見
て
い
る
。

　

検
察
に
よ
る
と
、
ボ
ウ
ソ

チ
ニ
の
口
座
に
は
２
０
１
５

〜
１
８
年
に
、
前
の
店
主
が

経
営
し
て
い
た
頃
の
平
均
の

２
０
％
を
大
幅
に
上
回
る
、

３
７
・
５
％
も
の
現
金
振
込

み
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
も
、
２
０
１
５
年
か

ら
１
７
年
に
は
４
１
・
８
％

に
達
し
、
さ
ら
に
１
５
年

１
１
月
２
２
日
か
ら
同
年

１
２
月
７
日
の
期
間
に
限
る

と
、
実
に
９
２
％
に
及
ん
で

い
た
と
い
う
。こ
の
期
間
は
、

リ
オ
州
議
の
職
員
の
１
３
カ

月
給
が
支
給
さ
れ
る
時
期
と

一
致
し
て
お
り
、
か
ね
て
か

ら
疑
わ
れ
て
い
る
、
幽
霊
職

員
を
含
む
職
員
た
ち
の
給
与

ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
で
賑
わ
う
聖
市
ブ
ラ
ス

の
小
売
店
街
（Rovena Rosa/Ag Brasil

）

フラヴィォ氏（Agencia Brasil）

反
論
で
は
判
事
の
誤
報
流
す

パラー州

員
だ
、
と
発
言
し
た
。

　

リ
オ
州
政
府
は
こ
れ
に
対

し
、「
イ
タ
バ
イ
ア
ー
ナ
判

事
の
娘
ナ
タ
リ
ア
氏
は
州
政

府
の
正
式
な
職
員
で
、
イ
タ

バ
イ
ア
ー
ナ
判
事
が
今
回
の

捜
査
を
担
当
す
る
前
に
正
式

に
当
職
に
つ
い
て
い
た
」
と

反
論
し
て
い
る
。

ク
ビ
ク
し
て
い
る
人
も
い
る

が
、
ア
ゴ
ラ
紙
に
よ
る
と
、

市
は
０
・
１
０
レ
ア
ル
の
値

上
げ
、
つ
ま
り
４
・
４
０
レ

ア
ル
を
新
料
金
と
し
て
考
え

て
い
る
と
い
う
。
聖
市
の
バ

ス
料
金
が
上
が
れ
ば
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
聖
州
も
地
下
鉄

や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
の
料
金
を
上
げ

る
の
が
慣
例
だ
。
予
想
通
り

の
額
に
な
っ
た
場
合
、
０
・

４
０
レ
ア
ル
を
小
銭
で
準
備

せ
ね
ば
な
ら
ず
、
よ
り
面
倒

に
な
る
が
、
現
金
で
利
用
し

て
い
る
人
に
は
、
ビ
リ
ェ
ッ

テ
・
ウ
ニ
コ
へ
の
移
行
の
時

期
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

フ
ラ
ヴ
ィ
ォ
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
上
議
の
ラ
シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ

疑
惑
が
、
こ
こ
数
日
の
伯

国
の
ニ
ュ
ー
ス
を
に
ぎ
わ
せ

て
い
る
。
そ
の
最
中
の
１
８

日
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相

が
「
今
年
は
汚
職
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
が
な
く
、
連
邦
政
府
に

と
っ
て
は
良
い
年
だ
っ
た
」

と
悪
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
声
明

を
出
し
て
し
ま
い
、
話
題
と

な
っ
て
い
る
。
法
相
の
言
葉

と
は
裏
腹
に
、
フ
ラ
ヴ
ィ
ォ

氏
以
外
に
も
マ
ル
セ
ロ
・
ア

ル
ヴ
ァ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
観

光
相
が
幽
霊
候
補
疑
惑
で
揺

れ
た
し
、
自
身
の
ヴ
ァ
ザ
・

ジ
ャ
ッ
ト
報
道
は
じ
め
、
贈

収
賄
以
外
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

も
多
か
っ
た
気
が
す
る
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
１
日
（
土
）
は
カ
タ
ー

ル
の
ド
ー
ハ
で
、
サ
ッ
カ
ー

の
ク
ラ
ブ
Ｗ
杯
の
決
勝
戦
、

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
対
フ
ラ
メ
ン

ゴ
戦
が
行
わ
れ
る
。
フ
ラ
メ

ン
ゴ
に
と
っ
て
は
３
８
年
ぶ

り
の
世
界
一
の
栄
冠
が
か

か
っ
た
試
合
だ
が
、
伯
国
に

と
っ
て
も
、
２
０
１
２
年
の

コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
以
来
の
世

界
一
が
か
か
っ
て
い
る
。
試

合
は
ブ
ラ
ジ
リ
ア
時
間
の

１
４
時
３
０
分
か
ら
。

　
【
既
報
関
連
】
性
的
暴
行

容
疑
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
、

自
称
心
霊
治
療
家
の
〝
ジ
ョ

ア
ン
・
デ
・
デ
ウ
ス
〞
こ
と
、

ジ
ョ
ア
ン
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
・

デ
・
フ
ァ
リ
ア
被
告
が
１
９

日
、
ゴ
イ
ア
ス
州
地
裁
か
ら

禁
固
１
９
年
の
有
罪
判
決
を

受
け
た
。

　

今
回
の
判
決
は
２
０
１
８

年
１
月
に
裁
判
所
が
受
理
し

た
起
訴
状
に
基
づ
き
、
ゴ
イ

ア
ス
州
ア
バ
ジ
ア
ニ
ア
市
で

出
さ
れ
た
４
人
の
被
害
者
か

ら
の
訴
え
（
２
人
が
性
的
暴

行
罪
、
別
の
２
人
が
弱
者
へ

の
強
姦
罪
）を
扱
っ
た
。「
弱

者
へ
の
強
姦
」
は
、「
１
４

歳
未
満
ま
た
は
病
気
や
精
神

障
害
を
有
す
る
人
へ
の
強

姦
」
を
指
す
。
被
告
の
罪
は

「
極
め
て
悪
質
」
と
分
類
さ

れ
、
刑
期
中
、
制
限
付
で
刑

務
所
か
ら
出
る
権
利
の
な
い

禁
固
が
適
用
さ
れ
る
。

　

同
氏
を
巡
る
犯
罪
の
大
半

は
、
ゴ
イ
ア
ス
州
ア
バ
ジ
ア

ニ
ア
市
の
同
被
告
の
治
療
施

設
ド
ン
・
イ
ナ
シ
オ
・
デ
・

ロ
ヨ
ラ
の
中
で
起
き
た
。

　

被
告
は
、
詐
欺
を
伴
う
性

的
暴
行
罪
容
疑
と
、
弱
者
へ

の
強
姦
罪
容
疑
で
昨
年
１
２

月
１
６
日
に
逮
捕
さ
れ
た
。

犯
罪
行
為
は
、
心
霊
診
療
を

求
め
て
治
療
院
を
訪
れ
た
数

百
人
以
上
の
女
性
に
対
し
て

行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

多
く
の
告
発
か
ら
、
犯
罪

は
１
９
９
０
年
代
に
始
ま

り
、
事
件
が
明
る
み
に
な
る

２
０
１
８
年
ま
で
続
い
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ジ
ョ
ア
ン
被
告
は
治
療
と

称
し
て
身
体
を
触
っ
た
り
し

て
お
り
、
１
６
歳
の
女
性
の

治
療
中
、
父
親
に
「
目
を
閉

じ
て
回
復
を
祈
り
な
さ
い
」

と
求
め
て
い
た
こ
と
な
ど
が

証
言
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　

同
被
告
に
は
ま
だ
１
２
件

の
性
的
暴
行
の
嫌
疑
が
か
け

れ
ら
れ
て
い
る
。
１
９
日
の

判
決
は
性
的
暴
行
に
関
す
る

裁
判
の
中
で
は
最
初
に
出
た

も
の
だ
。
銃
の
不
法
所
持
で

は
既
に
有
罪
判
決
が
出
て
い

る
が
、
刑
期
は
４
年
で
自
宅

軟
禁
だ
っ
た
。
性
的
暴
行
に

関
す
る
事
件
で
は
、
被
害
者

名
や
事
件
の
内
容
な
ど
は
伏

せ
ら
れ
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
パ
ラ
ー
州

サ
ン
タ
レ
ン
市
の
環
境
保
護

区
で
９
月
に
起
き
た
大
規
模

な
森
林
火
災
に
関
し
、
同
州

市
警
が
２
０
日
、
１
１
月

２
６
日
に
逮
捕
し
た
が
２
日

後
に
釈
放
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
団
体
）
所
属
消
防
士
ら

を
放
火
な
ど
の
容
疑
で
告
発

し
た
と
２
０
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

９
月
１
４
日
に
環
境
保
護

区
ア
ウ
テ
ル
・
ド
・
シ
ョ
ン

内
３
カ
所
で
発
生
し
た
火
災

は
、
消
火
活
動
が
難
航
。
ポ

ン
タ
・
デ
・
ペ
ド
ラ
ス
の

住
宅
地
脇
ま
で
広
が
っ
た
。

１
６
日
の
ヘ
リ
出
動
も
経

て
、
１
７
日
に
鎮
火
し
た
。

　

こ
の
時
、
現
場
に
最
初
に

駆
け
つ
け
た
の
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
ブ
リ
ガ
ー
ダ
・
デ
・
ア
ウ

テ
ル
・
ド
・
シ
ョ
ン（
Ｂ
Ａ
Ｃ
）

所
属
消
防
士
で
、
軍
警
所
属

の
消
防
隊
や
陸
軍
は
、
ネ
リ

オ
・
ア
ギ
ア
ル
市
長
の
要
請

で
エ
ウ
デ
ル
・
バ
ル
バ
リ
ョ

知
事
が
派
遣
し
た
。

　

市
長
は
消
防
士
に
続
い
て

火
災
現
場
に
到
着
し
、
消
防

隊
は
来
て
い
な
い
事
を
見

た
１
人
だ
。
同
市
長
が
９
月

１
５
日
に
州
知
事
に
送
っ

た
、「
ア
ウ
テ
ル
・
ド
・
シ
ョ

ン
の
火
災
は
不
法
侵
入
者
の

占
有
地
で
起
き
て
お
り
、
警

察
が
背
後
に
い
る
。
地
元
住

民
は
武
装
し
て
歩
き
回
っ
て

お
り
、
消
防
隊
も
消
防
士
達

と
一
緒
で
な
い
と
行
動
し
な

い
。
土
地
を
不
法
分
譲
す
る

た
め
に
火
災
を
起
こ
し
た
犯

罪
者
を
見
つ
け
、
逮
捕
す
る

た
め
、
消
防
と
共
に
軍
警
も

派
遣
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

１
２
月
２
日
に
メ
デ
ィ
ア
が

流
し
た
。

　

市
長
の
見
解
は
同
地
域
の

環
境
保
護
区
へ
の
不
法
侵
入

や
不
法
分
譲
を
捜
査
し
て
い

る
検
察
庁
の
見
解
と
一
致
し

て
お
り
、
国
際
的
な
関
心
と

寄
付
を
得
る
た
め
、
Ｂ
Ａ
Ｃ

の
消
防
士
達
が
森
林
に
放
火

し
た
上
で
火
災
現
場
の
写
真

を
撮
り
、
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に
売
り
つ
け
た
と

い
う
、
市
警
の
見
解
と
は
異

な
る
。

　

検
察
庁
が
不
法
侵
入
な
ど

で
起
訴
し
た
人
物
は
昨
年
９

月
に
有
罪
判
決
を
受
け
た
。

９
月
の
火
災
は
こ
の
人
物
が

侵
入
し
た
国
有
地
で
も
起
き

て
お
り
、
連
警
が
続
け
て
捜

査
し
て
い
る
。

　

他
方
、
市
警
は
１
１
月
、

Ｂ
Ａ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
地

元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
Ｗ
Ｗ
Ｆ
を
家
宅

捜
索
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

消
防
士
４
人
を
逮
捕
。
四
つ

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
皆
、
疑
惑
を
否

定
し
て
お
り
、
国
内
外
か
ら

市
警
の
見
解
を
疑
問
視
す
る

声
が
出
て
い
た
。
だ
が
、
証

拠
不
十
分
な
ど
の
理
由
で
消

防
士
が
釈
放
さ
れ
た
後
に
任

命
さ
れ
た
市
警
責
任
者
は
前

任
者
の
方
針
を
踏
襲
、
消
防

士
ら
告
発
に
踏
み
切
っ
た
。

　

今
回
告
発
さ
れ
た
の
は
、

１
１
月
に
逮
捕
さ
れ
た
消
防

士
と
、
訓
練
は
受
け
た
が
活

動
に
は
未
参
加
の
消
防
士
１

人
の
計
５
人
で
、
放
火
や
犯

罪
組
織
形
成
な
ど
の
嫌
疑
が

か
け
ら
れ
て
い
る
。

　

１
９
日
、
聖
州
イ
タ
ク
ァ

ケ
セ
ト
ゥ
ー
バ
で
、
マ
シ
ン

ガ
ン
と
銃
を
不
法
製
造
し
て

い
た
工
場
が
警
察
の
摘
発
を

受
け
た
。
２
０
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

先
週
末
、
同
市
ジ
ャ
ル
ジ

ン
・
ア
ド
リ
ア
ナ
区
の
住
人

が
、
４
カ
月
前
に
出
来
た
会

社
か
ら
、
か
な
り
う
る
さ
い

音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
の
苦

情
を
警
察
に
提
出
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
１
５
〜

１
６
日
に
現
場
に
赴
い
た
警

察
は
、
騒
音
な
ど
の
問
題
が

あ
る
事
を
確
認
し
、
週
が
明

け
て
か
ら
も
動
向
を
調
べ

て
い
た
が
、
人
の
出
入
り
が

な
い
こ
と
な
ど
を
不
審
に
思

い
、
１
９
日
に
建
物
の
内
部

に
踏
み
込
ん
だ
。

　

警
察
が
中
に
入
っ
た
と
こ

ろ
、
中
に
２
種
類
の
製
造
機

が
あ
り
、
マ
シ
ン
ガ
ン
や
銃

が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

警
察
は
３
８
口
径
の
リ
ボ

ル
バ
ー
１
丁
と
、
製
造
中
の

マ
シ
ン
ガ
ン
１
丁
と
マ
シ
ン

ガ
ン
用
の
弾
倉
三
つ
、
ピ
ス

ト
ル
１
丁
を
押
収
し
た
が
、

逮
捕
者
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　

警
察
は
こ
れ
ら
の
銃
器
は

犯
罪
組
織
に
売
る
た
め
に
作

ら
れ
て
い
た
と
み
て
捜
査
を

進
め
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

12月20日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.0929  R$
買　4.0909  R$

円相場
売　0.0374  R$
買　0.0374  R$

２３０万レの資金洗浄疑惑
　

リ
オ
州
検
察
局
は
、
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
氏
に
よ
る
資
金
洗

浄
額
を
２
３
０
万
レ
ア
ル

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
、

１
６
０
万
レ
ア
ル
は
、
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
氏
が
ア
レ
シ
ャ

ン
ド
レ
・
サ
ン
チ
ニ
氏
と

共
同
経
営
し
て
い
る
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
社
の
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
店
「
ボ
ウ
ソ
チ
ニ
・
チ
ョ

コ
ラ
テ
ス
・
エ
・
カ
フ
ェ

ス
」
の
売
上
を
通
し
て
、

６
３
万
８
４
０
０
レ
ア
ル
は

妻
と
購
入
し
た
コ
パ
カ
バ
ー

心
霊
治
療
家
が
性
的
暴
行
で
有
罪

さ
ら
に
１
０
件
以
上
の
裁
判
も

環
境
保
護
区
で
の
放
火
疑
惑
で

フ ラ
ヴィォ

Ｃａｇｅｄ

正
規
雇
用
が
８
カ
月
連
続
純
増

（２）２０１９年 第５３９５号 １２月 ２１日 （土曜日）

Ｊデウス

イ
タ
ク
ァ
ケ
セ
ト
ゥ
ー
バ
で
銃
工
場

謎
の
企
業
内
か
ら
見
つ
か
る

聖　州

純
増
を
記
録
し
た
商
業
部
門

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

次
に
多
か
っ
た
部
門
は
サ
ー

ビ
ス
業
（
４
万
４
２
８
７
人

純
増
）
だ
。

　

残
る
６
分
野
の
内
、
公
益

事
業
部
門
は
４
１
９
人
と
若

干
の
純
増
を
見
た
が
、
建
設

業
、
製
造
業
、
鉱
業
、
農
業
、

公
共
行
政
は
全
て
純
減
だ
っ

た
。
そ
れ
ら
の
マ
イ
ナ
ス
分

を
カ
バ
ー
し
、
ト
ー
タ
ル
で

９
万
９
千
人
以
上
純
増
に
な

る
ほ
ど
、
商
業
と
サ
ー
ビ
ス

の
伸
び
幅
が
大
き
か
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。

　

ジ
ェ
ト
ゥ
ー
リ
オ
・
ヴ
ァ

ル
ガ
ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
調

査
員
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ド
ゥ
ケ

氏
は
、「
商
業
と
サ
ー
ビ
ス

が
全
体
を
引
っ
張
る
傾
向
は

来
年
以
降
も
続
く
。
製
造
業

な
ど
は
、
生
産
は
増
え
て
い

る
も
の
の
、
雇
用
は
減
っ
て

い
る
」
と
し
た
。



　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
並な

ら

ん
で
、

世せ

界か
い

三さ
ん

大だ
い

ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
と
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が
始は

じ

ま
っ
た
。
国こ

く

内な
い

各か
く

地ち

で
各か

っ

国こ
く

選せ
ん

手し
ゅ

を
迎む

か

え
る

歓か
ん

迎げ
い

ぶ
り
が
、
世せ

界か
い

で
反は

ん

響き
ょ
うを
呼よ

ん
で
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うと
の
壮そ

う

行こ
う

試じ

合あ
い

に
４
１
―
７
で
勝

し
ょ
う

利り

し
た
南み

な
み
ア

フ
リ
カ
代だ

い

表ひ
ょ
うは
、
次つ

ぎ

な
る
キ
ャ
ン
プ
地ち

、
鹿か

児ご

島し
ま

市し

へ
。
公こ

う

開か
い

練れ
ん

習し
ゅ
うに
約や

く

５
０
０
０
人に

ん

も
観か

ん

客き
ゃ
くが
詰つ

め
か
け
、
メ
デ
ィ
ア
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

の
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｔ　

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
氏し

は
そ
の
光こ

う

景け
い

を
ピ
ッ

チ
か
ら
撮さ

つ

影え
い

し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
こ
う
発は

っ

信し
ん

し
た
。［
１
］

　
鹿か

児ご

島し
ま

で
の
公こ

う

開か
い

練れ
ん

習し
ゅ
うで
大た

い

変へ
ん

な
群ぐ

ん

衆し
ゅ
う。
熱あ

つ

く
、
惜お

し
み

な
い
歓か

ん

迎げ
い

が
続つ

づ

く
。
天て

ん

気き

と
同お

な

じ
く
ら
い
熱あ

つ

い
！
（
拙せ

つ

訳や
く

）

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
代だ

い

表ひ
ょ
うが
キ
ャ
ン
プ
す
る
北き

た

九き
ゅ
う

州し
ゅ
うの
商

し
ょ
う

店て
ん

街が
い

で
は

チ
ー
ム
旗き

が
飾か

ざ

ら
れ
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
代だ

い

表ひ
ょ
うを
応お

う

援え
ん

し
よ
う
」

と
書か

い
た
幟の

ぼ
り
が
立た

て
ら
れ
た
。
小こ

倉く
ら

城じ
ょ
う

天て
ん

守し
ゅ

閣か
く

は
チ
ー
ム
カ

ラ
ー
の
赤あ

か

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
、
選せ

ん

手し
ゅ

か
ら
も
「
フ
ァ
ン

タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
な
ど
の
感か

ん

激げ
き

コ
メ
ン
ト
が
寄よ

せ
ら
れ
た
。
９

月が
つ

１
６
日に

ち

の
ミ
ク
ニ
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
北き

た

九き
ゅ
う

州し
ゅ
うで
の
初は

つ

の
公こ

う

開か
い

練れ
ん

習し
ゅ
うで
は
開か

い

場じ
ょ
う

以い

来ら
い

最さ
い

多た

の
１
万ま

ん

５
３
０
０
人に

ん

の
観か

ん

客き
ゃ
くが
集あ

つ

ま
っ
た
。

　

さ
ら
な
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
、
選せ

ん

手し
ゅ

が
グ
ラ
ン
ド
に
出で

て
く
る

際さ
い

に
、
観か

ん

客き
ゃ
くが
ウ
ェ
ー
ル
ズ
国こ

っ

歌か

「
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ　

Ｏ
Ｆ　

Ｍ

Ｙ　

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」（「
父ふ

祖そ

の
土と

地ち

」）
を
斉せ

い

唱し
ょ
うし
て

迎む
か

え
た
こ
と
だ
。
続つ

づ

い
て
応お

う

援え
ん

歌か

で
も
あ
る
賛さ

ん

美び

歌か

「
Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｏ
Ｎ　

Ｌ
Ａ
Ｎ
」。
チ
ー
ム
の
公こ

う

式し
き

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
そ
の

光こ
う

景け
い

を
ビ
デ
オ
で
撮と

っ
て
、「
こ
れ
を
見み

て
も
ら
う
以い

上じ
ょ
うに
、

言い

う
べ
き
言こ

と

葉ば

は
な
い
」
と
感か

ん

激げ
き

を
伝つ

た

え
た
。

　

各か
っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うを
そ
の
国く

に

の
国こ

っ

歌か

で
迎む

か

え
る
の
は
、
ラ
グ
ビ
ー
元も

と

日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

主し
ゅ

将し
ょ
う・
廣ひ

ろ

瀬せ

俊と
し

朗あ
き

氏し

の
発は

つ

案あ
ん

で
、
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う２
０
カ
国こ

く

の
カ
ナ
付つ

き
歌か

詞し

カ
ー
ド
が
公こ

う

開か
い

さ
れ
た
。
廣ひ

ろ

瀬せ

さ
ん
は
「
き

ち
ん
と
そ
の
国く

に

の
言こ

と

葉ば

で
話は

な
し
が
で
き
な
く
て
も
、
そ
の
国く

に

の
ア

ン
セ
ム（
国こ

っ

歌か

）を
歌う

た

え
ば
心こ

こ
ろが
通つ

う

じ
る
」と
語か

た

っ
て
い
る
。［
２
］

　

そ
の
言こ

と

葉ば

通ど
お

り
、
元も

と

代だ
い

表ひ
ょ
うキ
ャ
プ
テ
ン
の
ラ
イ
ア
ン・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
氏し

は
公こ

う

開か
い

練れ
ん

習し
ゅ
う

後ご

、「
こ
れ
ま
で
の
ラ
グ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ア

で
こ
の
よ
う
な
経け

い

験け
ん

を
し
た
こ
と
は
一い

ち

度ど

も
な
か
っ
た
」
と
メ

デ
ィ
ア
に
感か

ん

動ど
う

を
伝つ

た

え
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
、日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
こ
れ
ほ
ど
「
お
も
て
な
し
」

に
心こ

こ
ろ
を
籠こ

め
る
の
だ
ろ
う
か
？　

海か
い

外が
い

か
ら
の
賓ひ

ん

客き
ゃ
くを
歓か

ん

迎げ
い

「
お
陰か

げ

様さ
ま

」と「
お
も
て
な
し
」

２０１８年
ねん

９月
がつ

２２日
にち

版
ばん

す
る
の
は
、
ど
こ
の
国こ

く

民み
ん

で
も
す
る
が
、
そ
の
際さ

い

の
心こ

こ
ろの
籠こ

め

方か
た

が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
場ば

合あ
い

は
レ
ベ
ル
が
違ち

が

う
よ
う
に
思お

も

う
。
そ
れ

が
外が

い

国こ
く

人じ
ん

を
感か

ん

激げ
き

さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

山や
ま

村む
ら

明あ
き

義よ
し

氏し

の
近き

ん

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
な
ぜ
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
「
神し

ん

道と
う

」

を
説せ

つ

明め
い

で
き
な
い
の
か
』［
３
］
で
、
日に

本ほ
ん

の
お
も
て
な
し
と

欧お
う

米べ
い

の
サ
ー
ビ
ス
と
の
違ち

が

い
を
こ
う
述の

べ
て
い
る
。

　
欧お

う

米べ
い

の
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

社し
ゃ

会か
い

の「
サ
ー
ビ
ス
」は
、「
私わ

た
し」と「
あ

な
た
」、
つ
ま
り
個こ

人じ
ん

と
個こ

人じ
ん

の
関か

ん

係け
い

を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
た
上う

え

で
の
「
行こ

う

為い

」
で
す
。　
一い

っ

方ぽ
う

、「
お
も
て
な
し
」
は
、「
私わ

た
し」

が
「
あ
な
た
」
に
「
成な

り
か
わ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
相あ

い

手て

へ
の

好こ
う

意い

を
表あ

ら
わす
日に

本ほ
ん

独ど
く

自じ

の
「
好こ

う

意い

」
な
の
で
す
。

　
・
・
・〈「
私わ

た
し」
と
「
あ
な
た
」
は
違ち

が

う
〉
と
い
う
視し

点て
ん

に

立た

つ
の
が
「
サ
ー
ビ
ス
」
で
、〈「
私わ

た
し
」
と
「
あ
な
た
」
は
同お

な

じ
で
す
〉
と
い
う
視し

点て
ん

に
立た

つ
の
が
「
お
も
て
な
し
」
な
の
で

す
。［
３
，　
２
０
］

　

相あ
い

手て

国こ
く

の
国こ

っ

歌か

を
斉せ

い

唱し
ょ
うす
る
の
は
、
ま
さ
に
相あ

い

手て

の
身み

に

「
成な

り
代か

わ
っ
て
」
相あ

い

手て

が
喜よ

ろ
こ
ぶ
こ
と
を
行お

こ
ない
、
相あ

い

手て

が
喜よ

ろ
こべ

ば
自じ

分ぶ
ん

も
ま
た
喜よ

ろ
こ
ぶ
、
と
い
う
相あ

い

手て

と
の
一い

っ

体た
い

感か
ん

が
、「
お
も

て
な
し
」
の
基き

本ほ
ん

の
よ
う
だ
。
こ
の
発は

っ

想そ
う

は
神し

ん

道と
う

か
ら
来き

て
い

る
、
と
山や

ま

村む
ら

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。

　
「
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

は
神か

み

様さ
ま

で
す
」
と
は
演え

ん

歌か

歌か

手し
ゅ

・
三み

波な
み

春は
る

夫お

の
口く

ち

癖ぐ
せ

だ
っ
た
が
、
神し

ん

道と
う

に
お
い
て
は
こ
れ
は
譬ひ

喩ゆ

で
は
な
い
。
日に

本ほ
ん

の
神か

み

様さ
ま

は
時と

き

々ど
き

遠え
ん

方ぽ
う

か
ら
や
っ
て
く
る「
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

」で
あ
っ
た
。

『
神し

ん

道と
う

大だ
い

事じ

典て
ん

』
は
こ
う
解か

い

説せ
つ

し
て
い
る
。

　

奈な

良ら

時じ

代だ
い

に
神じ

ん

社じ
ゃ

が
成せ

い

立り
つ

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神じ

ん

社じ
ゃ

に

神し
ん

体た
い

が
安あ

ん

置ち

さ
れ
、
神か

み

が
常

じ
ょ
う

住じ
ゅ
うす
る
と
い
う
考か

ん
が
え
が
現あ

ら
わ
れ
て

き
た
が
、
そ
れ
以い

前ぜ
ん

は
祭さ

い

儀ぎ

に
あ
た
っ
て
山や

ま

や
海う

み

の
彼か

な
た方
と

い
っ
た
他た

界か
い

か
ら
神か

み

を
招ま

ね

き
降お

ろ
し
、
祭さ

い

儀ぎ

が
済す

め
ば
神か

み

を

送お
く

る
の
が
つ
ね
で
あ
っ
た
。・
・
・

　
山や

ま

や
海う

み

の
彼か

な
た方
の
他た

界か
い

か
ら
訪お

と
ずれ
、
穀こ

く

物も
つ

の
豊ほ

う

穣じ
ょ
うや
幸こ

う

福ふ
く

を
も
た
ら
し
、
ま
た
戒い

ま
し
め
を
与あ

た

え
て
、
人ひ

と

々び
と

の
生せ

い

活か
つ

を
安あ

ん

泰た
い

に
す
る
と
信し

ん

じ
ら
れ
て
い
る
。［
４
，　
Ｐ
９
４
］

　

民み
ん

族ぞ
く

学が
く

、
国こ

く

文ぶ
ん

学が
く

の
大た

い

家か

で
あ
り
、
神し

ん

道と
う

家か

で
あ
っ
た
折お

り

口く
ち

信し
の

夫ぶ

は
、
こ
の
よ
う
な
神か

み

を
「
ま
れ
び
と
」
と
呼よ

ん
だ
。

「
希ま

れ

」
に
し
か
来こ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
菅か

ん

野の

覚か
く

明み
ょ
う・
皇こ

う

學が
っ

館か
ん

大だ
い

学が
く

神し
ん

道と
う

学が
っ

科か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
解か

い

説せ
つ

し
て
い
る
。

　

神か
み

さ
ま
は
第だ

い

一い
ち

義ぎ

的て
き

に
は
お
客き

ゃ
く
さ
ま
な
の
で
あ
る
か
ら
、

当と
う

然ぜ
ん

の
こ
と
な
が
ら
丁て

い

重ち
ょ
うに
お
も
て
な
し
を
し
、
上

じ
ょ
う

機き

嫌げ
ん

で

お
帰か

え

り
い
た
だ
く
の
が
神か

み

さ
ま
と
の
つ
き
合あ

い
方か

た

の
イ
ロ
ハ
で

あ
る
。
神か

み

さ
ま
は
客き

ゃ
く
で
あ
り
、
人ひ

と

と
神か

み

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うは
基き

本ほ
ん

的て
き

に
接せ

っ

待た
い

で
あ
る
。
こ
の
接せ

っ

待た
い

の
こ
と
を
、
お
祭ま

つ

り
（
祭さ

い

祀し

）

と
呼よ

ぶ
。

　
お
祭ま

つ

り
に
酒さ

け

や
ご
ち
そ
う
が
つ
き
も
の
な
の
も
、
祭さ

い

祀し

が
接せ

っ

待た
い

で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
関か

ん

係け
い

し
て
い
る
。
祭ま

つ

り
は
接せ

っ

待た
い

の

宴え
ん

会か
い

で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
今こ

ん

日に
ち

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
接せ

っ

待た
い

文ぶ
ん

化か

や
宴え

ん

会か
い

好ず

き
の
起き

源げ
ん

が
、
そ
う
し
た
神か

み

さ
ま
の
お
祭ま

つ

り
に
あ

る
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。［
５
，　
６
２
］

　

観か
ん

客き
ゃ
くと
し
て
、
遠え

ん

方ぽ
う

か
ら
や
っ
て
き
た
外が

い

国こ
く

の
選せ

ん

手し
ゅ

と
一い

っ

体た
い

感か
ん

を
持も

っ
て
お
も
て
な
し
を
す
る
の
は
良よ

い
が
、
自じ

国こ
く

の
選せ

ん

手し
ゅ

と
試し

合あ
い

を
す
る
場ば

合あ
い

は
ど
う
な
の
か
。
試し

合あ
い

に
は
敵て

き

味み

方か
た

が

あ
り
、
勝

し
ょ
う

敗は
い

が
あ
る
。
こ
れ
で
は
相あ

い

手て

と
の
一い

っ

体た
い

感か
ん

を
保た

も

て
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
疑ぎ

問も
ん

が
湧わ

く
が
、
山や

ま

村む
ら

氏し

は
名め

い

著ち
ょ

『
神し

ん

道と
う

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

』
の
中な

か

で
、
こ
う
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　
武ぶ

道ど
う

や
神し

ん

道と
う

で
は
人に

ん

間げ
ん

の
「
魂

た
ま
し
い」
は
、そ
の
時と

き

々ど
き

に
よ
っ
て
、

姿す
が
たか
た
ち
を
か
え
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
人ひ

と

が
怒お

こ

っ
た
と
き
、

あ
る
い
は
戦た

た
かう
と
き
の
魂

た
ま
し
いが
「
荒あ

ら

魂み
た
ま」
で
あ
り
、そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、

普ふ

段だ
ん

の
柔

に
ゅ
う

和わ

な
生せ

い

活か
つ

を
送お

く

っ
て
い
る
と
き
の
魂

た
ま
し
いは
、「
和に

ぎ

魂み
た
ま」

と
呼よ

ば
れ
る
。［
６
，　
Ｐ
１
４
３
］

　

相あ
い

手て

チ
ー
ム
を
迎む

か

え
る
時と

き

は
「
和に

ぎ

魂み
た
ま」
で
相あ

い

手て

と
一い

っ

体た
い

と
な

り
、
心こ

こ
ろ
を
込こ

め
た
「
お
も
て
な
し
」
を
す
る
が
、
い
ざ
試し

合あ
い

に
な
る
と
「
荒あ

ら

魂み
た
ま」
を
振ふ

る
い
起お

こ
し
て
、
全ぜ

ん

力り
ょ
くを
尽つ

く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
闘と

う

魂こ
ん

」
と
か
「
敢か

ん

闘と
う

精せ
い

神し
ん

」
と
か
「
一い

っ

球き
ゅ
う

入に
ゅ
う

魂こ
ん

」
な
ど
と
い
う
の
は
、
こ
の
類た

ぐ

い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
神し

ん

道と
う

で
は
、
勝

し
ょ
う

負ぶ

が
終お

わ
っ
た
ら
「
荒あ

ら

魂み
た
ま」
か
ら
「
和に

ぎ

魂み
た
ま」
に
戻も

ど

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
教お

し

え
る
。

　
神し

ん

道と
う

や
武ぶ

道ど
う

で
は
、「
荒あ

ら

魂み
た
ま」
を
呼よ

び
出だ

す
こ
と
を
「
振ふ

る

魂た
ま

」
と
い
い
、「
和に

ぎ

魂み
た
ま」
に
戻も

ど

す
こ
と
を
「
魂た

ま

鎮し
ず

め
」
と
呼よ

ぶ
が
、

日に

本ほ
ん

の
神し

ん

道と
う

で
は
、
こ
の
双そ

う

方ほ
う

を
合あ

わ
せ
て
「
鎮ち

ん

魂こ
ん

（
法ほ

う

）」

と
呼よ

ば
れ
て
い
る
。［
６
，　
Ｐ
１
４
３
］

　

山や
ま

村む
ら

氏し

は
明め

い

治じ

神じ
ん

宮ぐ
う

武ぶ

道ど
う

場じ
ょ
う「
至し

誠せ
い

館か
ん

」
の
第だ

い

三さ
ん

代だ
い

館か
ん

長ち
ょ
う・
荒あ

ら

谷や

卓た
か
し

氏し

の
次つ

ぎ

の
言こ

と

葉ば

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。
荒あ

ら

谷た
に

氏し

は

陸り
く

上じ
ょ
う

自じ

衛え
い

隊た
い

で
は
初は

じ

め
て
の
「
日に

本ほ
ん

版ば
ん

の
特と

く

殊し
ゅ

部ぶ

隊た
い

」
と
呼よ

ば
れ
た
「
特と

く

殊し
ゅ

作さ
く

戦せ
ん

群ぐ
ん

」
の
初し

ょ

代だ
い

群ぐ
ん

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
、
鹿か

島し
ま

の
太た

刀ち

、
合あ

い

気き

道ど
う

六ろ
く

段だ
ん

の
武ぶ

道ど
う

の
達た

つ

人じ
ん

で
も
あ
る
。

　
戦せ

ん

場じ
ょ
うに
慣な

れ
て
し
ま
う
と
、
普ふ

段だ
ん

の
生せ

い

活か
つ

に
戻も

ど

れ
ず
、
戦せ

ん

場じ
ょ
うを
転て

ん

々て
ん

と
し
て
歩あ

る

く
。
あ
る
い
は
逆ぎ

ゃ
くに
、
荒あ

ら

魂み
た
まを
呼よ

び
出だ

せ
ず
に
、
恐

き
ょ
う

怖ふ

に
怯お

び

え
て
精せ

い

神し
ん

病び
ょ
うに
な
る
人ひ

と

も
い
る
。
必ひ

つ

要よ
う

な
と
き
に
は
荒あ

ら

魂み
た
まの
は
た
ら
き
を
強つ

よ

く
し
、
不ふ

必ひ
つ

要よ
う

な
と
き

に
は
和に

ぎ

魂み
た
まで
暮く

ら
す
。
本ほ

ん

当と
う

の
プ
ロ
の
軍ぐ

ん

人じ
ん

と
は
、
そ
う
い
う

〝
魂

た
ま
し
いの
管か

ん

理り

〟が
で
き
る
人ひ

と

た
ち
で
す
。［
６
，　
Ｐ
１
４
４
］

　

ラ
グ
ビ
ー
で
も
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
と
言い

わ
れ
る
。
戦た

た
かい
終お

え

た
ら
、
敵て

き

味み

方か
た

は
な
く
、
同お

な

じ
仲な

か

間ま

だ
、と
い
う
意い

味み

で
あ
る
。

ラ
グ
ビ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
発は

っ

祥し
ょ
うの
紳し

ん

士し

の
ス
ポ
ー
ツ
だ
が
、
イ
ギ

リ
ス
の
紳し

ん

士し

階か
い

級き
ゅ
うは
日に

本ほ
ん

で
い
え
ば
武ぶ

士し

階か
い

級き
ゅ
うで
あ
る
。
戦せ

ん

士し

と
し
て
の
振ふ

る
舞ま

い
の
理り

想そ
う

を
追つ

い

求き
ゅ
うし
た
騎き

士し

道ど
う

と
武ぶ

士し

道ど
う

が
、
同ど

う

様よ
う

の
結け

つ

論ろ
ん

に
辿た

ど

り
着つ

い
た
の
も
偶ぐ

う

然ぜ
ん

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

荒あ
ら

谷や

氏し

は
、
武ぶ

道ど
う

に
関か

ん

し
て
も
こ
う
続つ

づ

け
る
。

　
（
武ぶ

道ど
う

の
）
試し

合あ
い

が
終お

わ
っ
た
あ
と
、
荒あ

ら

魂み
た
まと
和に

ぎ

魂み
た
まを
ち
ゃ

ん
と
入い

れ
替か

え
て
、
そ
れ
か
ら
ま
た
協

き
ょ
う

和わ

状じ
ょ
う

態た
い

に
戻も

ど

る
。
日に

本ほ
ん

の
武ぶ

道ど
う

で
は
勝

し
ょ
う

者し
ゃ

に
こ
そ
、
こ
の
精せ

い

神し
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

で
す
。（
ス

ポ
ー
ツ
な
ら
許ゆ

る

さ
れ
る
）
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
が
、
日に

本ほ
ん

の
武ぶ

道ど
う

で

は
な
ぜ
見み

苦ぐ
る

し
い
の
か
、
と
い
う
と
、
興こ

う

奮ふ
ん

を
収お

さ

め
ら
れ
な
い

人ひ
と

は
、
気き

鎮し
ず

め
（
鎮ち

ん

魂こ
ん

）
が
出で

来き

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意い

味み

し
て
い
る
か
ら
で
す
。［
６
，　
Ｐ
１
４
５
］

　

和に
ぎ

魂み
た
まに
戻も

ど

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
試し

合あ
い

の
後あ

と

に
は
相あ

い

手て

と
の
和わ

合ご
う

で
終お

わ
る
の
が
武ぶ

道ど
う

の
理り

想そ
う

だ
か
ら
だ
。
山や

ま

村む
ら

氏し

は
語か

た

る
。

　
武ぶ

道ど
う

を
突つ

き
詰つ

め
て
行い

く
と
、
単た

ん

に
相あ

い

手て

を
倒た

お

す
、
あ
る

い
は
負ま

か
す
こ
と
を
考か

ん
が
え
が
ち
で
す
が
、
本ほ

ん

当と
う

は
自じ

分ぶ
ん

が
相あ

い

手て

を
包ほ

う

容よ
う

し
、
調

ち
ょ
う

和わ

と
融ゆ

う

合ご
う

の
世せ

界か
い

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
制せ

い

御ぎ
ょ

）
し
て
、
相あ

い

手て

に
対た

い

し
て
事こ

と

を
収お

さ

め
て
終お

わ
る
─
─
と
い

う
こ
と
に
尽つ

き
ま
す
。［
３
，　
２
８
３
］

　
こ
の「
調

ち
ょ
う

和わ

と
融ゆ

う

合ご
う

の
世せ

界か
い

」は
、ま
さ
し
く「
お
も
て
な
し
」

の
目め

指ざ

す
所と

こ
ろで
も
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

そ
こ
か
ら
生う

ま
れ
る
清き

よ

き
明あ

か

る
い
心

こ
こ
ろ

持も

ち
が
幸こ

う

福ふ
く

へ
の
近ち

か

道み
ち

で
あ
る
こ
と
を
、

我わ
れ

々わ
れ

の
ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

た
ち
は
知し

っ
て
い
た
。

（３） ２０１９年第５３９５号 	１２月	２１日	（土曜日）

　
ス
ポ
ー
ツ
選せ

ん

手し
ゅ

で
神じ

ん

社じ
ゃ

に
参さ

ん

拝ぱ
い

す
る
人ひ

と

は
少す

く

な
く
な
い
。
愛あ

い

知ち

県け
ん

大お
お

府ぶ

市し

の
「
八や

っ

つ
屋や

神か
み

神じ
ん

社じ
ゃ

」
は
女じ

ょ

子し

レ
ス
リ
ン
グ
の
吉よ

し

田だ

沙さ

保お

里り

選せ
ん

手し
ゅ

が
ず
っ
と
通か

よ

っ
て
お
り
、
男だ

ん

女じ
ょ

の
レ
ス
リ
ン
グ

選せ
ん

手し
ゅ

の
「
金き

ん

メ
ダ
ル
神じ

ん

社じ
ゃ

」
と
呼よ

ば
れ
て
い
る
。
箱は

こ

根ね

の
「
九く

頭ず

龍り
ゅ
う

神じ
ん

社じ
ゃ

」
は
「
水み

ず

の
神か

み

様さ
ま

」
を
祀ま

つ

っ
て
お
り
、
水す

い

泳え
い

の
萩は

ぎ

野の

公こ
う

介す
け

選せ
ん

手し
ゅ

ら
が
参さ

ん

拝ぱ
い

し
た
。
男だ

ん

子し

体た
い

操そ
う

の
内う

ち

村む
ら

航こ
う

平へ
い

選せ
ん

手し
ゅ

も
自じ

分ぶ
ん

の
住す

む
地ち

域い
き

の「
草そ

う

加か

神じ
ん

社じ
ゃ

」に
よ
く
参さ

ん

拝ぱ
い

し
て
い
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
選せ

ん

手し
ゅ

が
神じ

ん

社じ
ゃ

に
参さ

ん

拝ぱ
い

す
る
の
は
「
神か

み

頼だ
の

み
」
な
の

だ
ろ
う
か
？　

山や
ま

村む
ら

氏し

は
そ
の
効こ

う

用よ
う

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

す

る
。

　
そ
の
人ひ

と

が
参さ

ん

拝ぱ
い

す
る
神じ

ん

社じ
ゃ

で
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
や
り
遂と

げ
た
い

と
願ね

が

う
計け

い

画か
く

や
目も

く

標ひ
ょ
うに
つ
い
て
も
、
神か

み

様さ
ま

の
前ま

え

で
誓ち

か

い
ま
す
。

そ
れ
が
上う

手ま

く
行い

け
ば
、
今こ

ん

度ど

は
神か

み

様さ
ま

に
感か

ん

謝し
ゃ

を
し
な
が
ら

報ほ
う

告こ
く

し
、
と
き
に
は
「
お
祭ま

つ

り
」
を
行お

こ
ない
ま
す
。
ま
ず
自じ

分ぶ
ん

が
生い

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
努ど

力り
ょ
くで
き
る
環か

ん

境き
ょ
うに
い

る
こ
と
に
「
感か

ん

謝し
ゃ

」
を
し
な
が
ら
、
神か

み

様さ
ま

に
ま
た
祈い

の

る
わ
け

で
す
。

　
そ
う
す
る
と
、
今こ

ん

後ご

は
頑が

ん

張ば

っ
て
実じ

っ

践せ
ん

し
て
行い

く
う
ち
に
、

あ
る
程て

い

度ど

の
「
成せ

い

果か

」
が
生う

ま
れ
、
自じ

分ぶ
ん

が
や
っ
て
い
る
こ
と

に
対た

い

し
て
自じ

信し
ん

や
誇ほ

こ

り
が
つ
い
て
来き

ま
す
。・
・
・

　
そ
し
て
自じ

分ぶ
ん

に
自じ

信し
ん

と
誇ほ

こ

り
が
で
き
る
と
、
ま
た
頑が

ん

張ば

る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
繰く

り
返か

え

し
て
い
く
う
ち
に
、
自じ

分ぶ
ん

の
目も

く

標ひ
ょ
うは
達た

っ

成せ
い

さ
れ
、
大お

お

き
な
成せ

い

果か

を
上あ

げ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。［
３
，　
２
１
６
］

　

神じ
ん

社じ
ゃ

に
参さ

ん

拝ぱ
い

す
る
時と

き

に
は
、「
金き

ん

メ
ダ
ル
を
と
ら
せ
て
下く

だ

さ

い
」
な
ど
と
結け

っ

果か

を
神か

み

様さ
ま

に
頼た

の

む
の
で
は
な
い
。
ま
ず
自じ

分ぶ
ん

で

「
こ
う
い
う
目も

く

標ひ
ょ
うに
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

し
ま
す
」
と
い
う
「
誓ち

か

い
」
を
立た

て

る
。
そ
の
目も

く

標ひ
ょ
うに
向む

け
て
練れ

ん

習し
ゅ
うに
励は

げ

み
、
そ
の
結け

っ

果か

が
あ
る
程て

い

度ど

出で

れ
ば
、
神か

み

様さ
ま

に
「
感か

ん

謝し
ゃ

」
す
る
。
結け

っ

果か

が
出で

な
く
と
も
、

努ど

力り
ょ
くが
で
き
る
環か

ん

境き
ょ
うに
生い

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感か

ん

謝し
ゃ

す
る
。

　
こ
う
い
う
誓ち

か

い
や
感か

ん

謝し
ゃ

な
ど
、
前ま

え

向む

き
の
心

こ
こ
ろ

持も

ち
で
い
る
こ

と
で
、
自じ

分ぶ
ん

の
実じ

つ

力り
ょ
くが
向こ

う

上じ
ょ
うし
て
い
く
。

　

興
き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
の
は
、
山や

ま

村む
ら

氏し

は
神じ

ん

社じ
ゃ

参さ
ん

拝ぱ
い

の
効こ

う

用よ
う

を
、
経け

い

営え
い

学が
く

で
用も

ち

い
ら
れ
る
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
で
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る

こ
と
だ
。
こ
れ
は
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計け

い

画か
く

）
―
Ｄ
Ｏ
（
実じ

っ

行こ
う

）
―

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評

ひ
ょ
う

価か

、
問も

ん

題だ
い

点て
ん

の
把は

握あ
く

）
―
Ａ
Ｃ
Ｔ
（
問も

ん

題だ
い

点て
ん

の
改か

い

善ぜ
ん

）
で
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
で
自じ

分ぶ
ん

の
問も

ん

題だ
い

点て
ん

を
改か

い

善ぜ
ん

し
つ
つ
、
次つ

ぎ

の
よ
り
高た

か

い
レ
ベ
ル
の
サ
イ
ク
ル
に
移い

行こ
う

す
る
と

い
う
経け

い

営え
い

概が
い

念ね
ん

で
あ
る
。
こ
れ
を
神じ

ん

社じ
ゃ

参さ
ん

拝ぱ
い

に
当あ

て
は
め
て
、

山や
ま

村む
ら

氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
神じ

ん

社じ
ゃ

で
の
行お

こ
ない
に
置お

き
換か

え
て
ご
覧ら

ん

に
な
れ
ば

わ
か
る
こ
と
だ
と
思お

も

い
ま
す
が
、「
Ｐ
」
は
目も

く

標ひ
ょ
うへ
の
「
祈い

の

り
」
や
「
誓ち

か

い
」、「
Ｄ
」
は
自み

ず
か
ら
の
「
努ど

力り
ょ
く」
と
「
実じ

っ

践せ
ん

」、

「
Ｃ
」
は
神か

み

様さ
ま

（
上

じ
ょ
う

司し

）
へ
の
「
相そ

う

談だ
ん

」
と
「
報ほ

う

告こ
く

」、
あ

る
い
は
「
決け

っ

済さ
い

」、「
Ａ
」
は
「
改か

い

善ぜ
ん

」
と
「
実じ

っ

行こ
う

」
に
よ
る

最さ
い

終し
ゅ
う

的て
き

な
「
成せ

い

果か

」
や
「
勝

し
ょ
う

利り

」
と
い
う
わ
け
で
す
。［
３
，　

２
４
２
］

　

山や
ま

村む
ら

氏し

の
説せ

つ

明め
い

に
な
ぞ
ら
え
る
と
、
神じ

ん

社じ
ゃ

参さ
ん

拝ぱ
い

の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

１
．「
こ
れ
を
見み

て
貰も

ら

う
以い

上じ
ょ
う

に
、

　
　
　

言い

う
べ
き
言こ

と

葉ば

は
な
い
」

２
．「
お
も
て
な
し
」
と

　
　
「
サ
ー
ビ
ス
」
の
違ち

が

い

Ａ
と
は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
言い

い
換か

え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｙ
：　

祈い
の

り　

Ｄ
Ｏ
：　

実じ
っ

践せ
ん　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｕ

Ｌ
：　

相そ
う

談だ
ん　

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｅ
：　

感か
ん

謝し
ゃ

　
こ
れ
は
単た

ん

な
る
語ご

呂ろ

合あ

わ
せ
で
は
な
く
、「
人に

ん

間げ
ん

の
意い

欲よ
く

的て
き

な
目も

く

標ひ
ょ
う

設せ
っ

定て
い

と
、
事じ

実じ
つ

に
基も

と

づ
く
合ご

う

理り

的て
き

な
反は

ん

省せ
い

こ
そ
が
、

進し
ん

歩ぽ

を
生う

む
」
と
い
う
人に

ん

間げ
ん

心し
ん

理り

の
働は

た
ら
き
を
現げ

ん

代だ
い

経け
い

営え
い

学が
く

は

活か
つ

用よ
う

し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
大お

お

昔む
か
しか
ら
神じ

ん

社じ
ゃ

参さ
ん

拝ぱ
い

で
実じ

っ

行こ
う

し
て
き
た
、
と
い
う
事こ

と

な
の
で
あ
る
。

　

我わ
れ

々わ
れ

が
普ふ

通つ
う

、
神じ

ん

社じ
ゃ

に
参さ

ん

拝ぱ
い

す
る
時と

き

は
、
家か

内な
い

安あ
ん

全ぜ
ん

、
無む

病び
ょ
う

息そ
く

災さ
い

、
受じ

ゅ

験け
ん

合ご
う

格か
く

、
商

し
ょ
う

売ば
い

繁は
ん

盛じ
ょ
うな
ど
、
自じ

分ぶ
ん

の
生せ

い

活か
つ

で
の

「
現げ

ん

世せ

利り

益や
く

」
を
神か

み

様さ
ま

に
お
願ね

が

い
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
で
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い
し
、
現げ

ん
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に
神じ

ん
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ゃ

で
も
「
交こ

う
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う

安あ
ん

全ぜ
ん

」
な
ど
各か

く

種し
ゅ

の
お
守ま

も

り
が
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ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
我わ

れ

々わ
れ

が
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ん

自じ
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ん

の
力ち

か
ら
を
超こ

え
た
神か

み

様さ
ま

が
い
る
こ
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を
信し

ん

じ
、
神か

み

へ

の
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い

の
念ね

ん

を
抱い

だ

い
て
い
る
か
ら
だ
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
神か

ん

主ぬ
し

の
祝の

り

詞と

は
神か

み

様さ
ま

に
感か

ん
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ゃ

す
る
こ
と
が
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本ほ
ん

だ

と
、
國こ
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學が
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神し
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道と
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学が
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専せ
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で
祝の
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（
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わ

崎さ
き
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か
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稲い
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荷り

神じ
ん

社じ
ゃ

な
ど
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ち
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ゃ

）
は
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し

え
て
い
る
。

　
昔む

か
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祝の

り

詞と

を
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る
と
、
あ
ま
り
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い
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と

を
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っ
て
い
ま
せ
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。

な
ぜ
い
っ
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い
か
と
い
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と
、
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は
り
昔む

か
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ん
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ん

に
は

〝
お
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げ
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ま

〟と
い
う
気き

持も

ち
の
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う
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よ

か
っ
た
か
ら
だ
と
思お

も

い

ま
す
。
そ
れ
は
、
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き
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い
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い
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す
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日に

本ほ
ん
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ん

に
と
っ
て
神か

み
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ま

は
「
お
陰か

げ

様さ
ま

」
と
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ん
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ゃ
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る
対た
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象
し
ょ
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で
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、
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た
「
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び
と
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は
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こ
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て
「
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も
て
な
し
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い
う
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き

の
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ん

間げ
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か
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な
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て
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く
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い
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な
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そ
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い
う
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き
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を
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れ
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れ

の
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は
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い
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に
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て
き
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る
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ご
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様さ
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た
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は
、
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う

福ふ
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あ
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Aumento do imposto sobre consumo 
no Japão não consegue cobrir rombo 
no plano orçamentário de 2020

Chanceleres do Japão e da Rússia discutem 
questões concernentes a tratado de paz

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Economia (20/12/2019)

Diplomacia (12/12/2019)

O gabinete do Japão 
aprovou um plano orça-
mentário com o maior gas-
to governamental regis-
trado até agora para o ano 
fiscal japonês de 2020, que 
terá início no mês de abril.
O governo elevou o im-
posto sobre o consumo em 
outubro passado para am-
pliar as receitas, mas essa 
medida não será suficiente 
para reduzir de forma sig-
nificativa as emissões de 

Os chanceleres Toshi-
mitsu Motegi, do Japão, e 
Sergey Lavrov, da Rússia, 
concordaram em trabalhar 
em relação aos tópicos da 
agenda a serem discutidos 
nas negociações para a as-
sinatura do tratado de paz 
bilateral.
Na quinta-feira, Motegi e 
Lavrov deram uma entre-
vista conjunta à imprensa, 
em Moscou, após conversa-

títulos governamentais.
O orçamento total é de cer-
ca de 940 bilhões de dóla-
res, excedendo a marca 
dos 100 trilhões de ienes 
pelo segundo ano conse-
cutivo.
Um montante sem prece-
dentes de aproximadamen-
te 328 bilhões de dólares 
será destinado à segurida-
de social. Os custos dos 
tratamentos médicos e 
cuidados para os idosos 

rem por cerca de duas horas 
e meia.
Esta é a primeira negocia-
ção de grande significado de 
Motegi com Lavrov sobre a 
questão do tratado de paz, 
após ter assumido o cargo 
de ministro dos Negócios 
Estrangeiros em setembro.
Motegi disse que ambas 
as partes passaram a maior 
parte da reunião discutindo 
a respeito das negociações 

continuam a aumentar por 
conta do rápido envelhe-
cimento da população do 
Japão.
O Japão deverá aumentar o 
orçamento do setor de de-
fesa pelo oitavo ano conse-
cutivo para um valor sem 
precedentes de cerca de 
48 bilhões e 600 milhões 
de dólares. Esse valor é de 
aproximadamente 510 mi-
lhões de dólares mais alto 
do que o orçamento inicial 

do tratado de paz. Acres-
centou que tiveram con-
versações profundas sobre 
maneiras de realizar as ne-
gociações para estreitar a 
diferença entre as posições 
básicas das duas nações.
O chanceler japonês disse 
que os dois países vão de-
terminar os itens a serem 
discutidos nas negociações 
de forma a obter uma solu-
ção aceitável para ambos os 

do atual ano fiscal.
Cerca de 23 bilhões e 400 
milhões de dólares se-
rão destinados a despesas 
do ano fiscal de 2021 em 
diante. O montante inclui 
100 milhões de dólares 
destinados aos custos de 
projeto de um caça de di-
fícil detecção por radares, 
que deverá suceder o anti-
go modelo F-2, usado pela 
Força Aérea de Autodefe-
sa do Japão.

lados.
Por sua vez, Lavrov disse 
que os dois países devem 
elevar as relações bilaterais 
em termos de qualidade 
para um novo nível. Disse, 
também, que é necessário 
se chegar a um acordo que 
satisfaça os interesses de 
ambas as nações e ganhe 
apoio e aceitação dos seus 
povos e membros dos par-
lamentos.

Premiê Abe planeja explicar a Irã objetivos 
do envio das Forças de Autodefesa do Japão 
ao Oriente Médio

Diplomacia (20/12/2019)

O premiê japonês, Shin-
zo Abe, tenciona explicar 
os objetivos de um plane-
jado envio das forças de 
autodefesa ao Oriente Mé-
dio, em seu encontro com 
o presidente iraniano, Has-
san Rouhani.
Abe vai se encontrar com 
Rouhani nesta sexta-feira, 
o primeiro dia de visita de 

dois dias do presidente ira-
niano ao Japão. Abe pla-
neja usar o encontro para 
conseguir compreensão de 
Rouhani sobre o planejado 
envio das forças de auto-
defesa do Japão ao Oriente 
Médio.
Seu gabinete deverá apro-
var o plano até mesmo na 
semana que vem para en-

Cerimônia marca fim das obras do 
novo estádio olímpico de Tóquio

Banco central do Japão mantém 
afrouxamento monetário inalterado

Mercado de animê japonês registra 
valor mais alto da história em 2018

Jogos olímpicos (15/12/2019)

Economia (19/12/2019)

Animê (16/12/2019)

Uma cerimônia foi reali-
zada para marcar o fim das 
obras do principal estádio 
da Olimpíada e Paraolim-
píada de 2020 em Tóquio. 
A construção do novo Es-
tádio Nacional foi concluí-
da no fim do mês passado.
Participaram do evento no 
domingo o premiê do Ja-
pão, Shinzo Abe, a gover-
nadora de Tóquio, Yuriko 
Koike, e o arquiteto Kengo 
Kuma, responsável pelo 
desenho do estádio.
Abe afirmou esperar que 
o local, construído no pri-
meiro ano da nova Era 
Reiwa, testemunhe even-
tos que entrem para a his-
tória do esporte.
A governadora de Tóquio 
afirmou que o estádio é 
algo do qual ela pode fa-
lar com orgulho para o 
mundo. Acrescentou que 
vai continuar a trabalhar 
arduamente para fazer dos 

O Banco do Japão deci-
diu manter inalterada a sua 
política de afrouxamento 
monetário.
O banco central japonês 
concluiu que não tem havi-
do aumento no risco de re-
tração da economia nacio-
nal. Citou como argumento 
a conclusão da ‘fase 1’ do 
acordo comercial entre os 
Estados Unidos e a China.
Além disso, a instituição 
financeira revalidou a ava-
liação da economia japone-

O mercado de animê do 
Japão registrou seu va-
lor mais alto da história 
em 2018, pelo sexto ano 
consecutivo. Consumo do 
mercado externo represen-
ta quase metade do total.
A Associação de Animê 
do Japão determina o ta-
manho do mercado anual 
ao fazer um levantamento 
do número de vendas de 
cerca de 150 empresas re-
lacionadas ao ramo de ani-
mação no Japão.
De acordo com o levan-
tamento, os ganhos da in-
dústria de animê foram de 
cerca de 19,9 bilhões de 

jogos de Tóquio um even-
to que vai permanecer nos 
livros de recordes e na me-
mória das pessoas.
Durante a cerimônia, par-
ticipantes apertaram um 
botão instalado no palco e 
um telão mostrou pessoas 
celebrando a conclusão da 
obra.
O estádio tem cerca de 60 
mil assentos em diferentes 
cores, como verde e mar-
rom, criando um mosaico. 
A arquibancada tem uma 
cobertura de 60 metros de 
comprimento com vigas 
de madeira, escolhidas 
para manter a harmonia 
da construção com o verde 
que cerca o local.
O estádio será aberto ao 
público em um evento no 
sábado. A primeira com-
petição esportiva no local 
será a final da Copa do Im-
perador de futebol em 1º 
de janeiro.

sa que havia feito anterior-
mente, após a elevação do 
imposto de consumo, em 
outubro, apontando para a 
existência de uma modera-
da expansão.
O banco central continuará 
a adquirir títulos públicos. 
O objetivo é manter prati-
camente nulo o rendimen-
to dos papéis com prazo 
de dez anos. Quanto à taxa 
de juros de curto prazo, o 
Banco do Japão a manterá 
no negativo.

dólares no ano passado, 
um aumento de 174 mi-
lhões de dólares em rela-
ção ao ano anterior.
O consumo do mercado 
externo, incluindo a trans-
missão de filmes e vendas 
de jogos, alcançou 46% do 
total, com valores de 9,23 
bilhões de dólares.
Vendas de DVDs e outras 
mídias de vídeo diminu-
íram cerca de um quarto, 
para 537 milhões de dóla-
res, e foram ultrapassadas 
pelos valores das vendas 
de distribuição online, que 
registraram 544 milhões 
de dólares.

vio de um destroier das 
forças de autodefesa do 
Japão bem como de avião 
de patrulha para o Oriente 
Médio.
Os objetivos incluem o 
fortalecimento de coleta 
de informação para pro-
ver segurança aos navios 
comerciais relacionados 
ao Japão que navegam na 
região.
O governo japonês dá 
grande importância à ques-

tão de prover segurança de 
navegação na região, uma 
vez que o país depende da 
área para mais de 80% de 
suas importações de petró-
leo bruto.
Abe também tenciona con-
clamar o Irã a cumprir sua 
responsabilidade de prover 
segurança dos navios, pelo 
fato do Irã ser um dos pa-
íses costeiros no Oriente 
Médio.

Gabinete japonês aprova novo plano de 
reconstrução

Governo do Japão quer aumentar 
porcentagem de contas médicas pagas 
por cidadãos idosos

Reconstrução (20/12/2019)

Política (17/12/2019)

O  gabinete do governo 
do Japão aprovou um novo 
plano para a reconstrução 
das áreas atingidas pelo 
terremoto e tsunami de 
2011 e também pelo aci-
dente nuclear de Fukushi-
ma.
O gabinete aprovou as 
políticas na sexta-feira. O 
atual plano de reconstru-
ção vai expirar em março 
de 2021.

O governo do Japão quer 
que cidadãos idosos pa-
guem mais ao usar o servi-
ço de saúde do país. Acre-
dita-se que esta medida 
seja necessária para tornar 
o sistema de seguridade 
social viável às próximas 
gerações.
Segundo o sistema univer-

O novo plano estipula que 
a operação da Agência de 
Reconstrução será pror-
rogada por 10 anos até 
2031, e também que os 
escritórios de reconstrução 
nas províncias de Iwate e 
Miyagi serão transferidos 
para áreas costeiras onde 
há muitas questões rela-
cionadas aos desastres.
Na áreas atingidas pelo 
terremoto e tsunami, o pla-

sal de seguro de saúde do 
Japão, moradores podem 
receber serviços médicos 
subsidiados.
Uma força-tarefa do go-
verno analisou e publicou 
um relatório temporário 
sobre como sustentar o sis-
tema de saúde.
O documento recomenda 

no diz que o governo vai 
se concentrar na conclu-
são dos projetos restantes 
de reconstrução nos cinco 
anos entre 2021 e 2026.
O documento diz ainda 
que as autoridades vão 
decidir como realizar os 
projetos que não ficarem 
prontos dentro deste pe-
ríodo, como cuidados 
mentais às pessoas afeta-
das pelo desastre e apoio 
educacional às crianças, e 
que o governo vai tomar as 

que o sistema de seguro 
de saúde para moradores 
com 75 anos ou mais de 
idade deveria ser modifi-
cado para fazer com que 
esses indivíduos paguem 
uma porcentagem maior 
de suas contas médicas.
O relatório propõe que 
pessoas com um certo ní-
vel de renda paguem 20% 
de suas contas. Atualmen-
te, moradores com 75 anos 

ou mais de idade pagam 
10%.
Um esboço detalhado de-
verá ser compilado no ano 
que vem para que a mu-
dança seja implementa-
da antes do início do ano 
fiscal de 2022, em abril 
daquele ano, quando os 
japoneses que nasceram 
no período logo após a 
Segunda Guerra Mundial 
começarão a completar 75 
anos.

medidas adequadas para a 
implementação destes pro-
jetos.
Nas áreas atingidas pelo 
acidente nuclear, o go-
verno vai continuar reali-
zando projetos de recons-
trução nos dez anos entre 
2021 e 2031, e que preten-
de revisar esses projetos 
depois de cinco anos.
O governo pretende apre-
sentar os projetos de lei re-
lacionados ao Parlamento 
já no ano que vem.
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方ほ
う

が
良よ

い
の
か
も
」
と
話は

な

し

た
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
よ
っ
て
は
県け

ん

人じ
ん

子し

孫そ
ん

で
な
く
と
も
会か

い

員い
ん

と

し
て
受う

け
入い

れ
て
い
る
。
今こ

ん

後ご

は
血け

つ

縁え
ん

だ
け
で
な
く
、
幅は

ば

広ひ
ろ

く
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

な
勧か

ん

誘ゆ
う

を
行お

こ
な

う

べ
き
？
！

　
　
　
　
　

◎

　

大た
い

会か
い

中ち
ゅ
うに
行お

こ
な

わ
れ
た
「
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
で
、
谷た

に

口ぐ
ち

会か
い

長ち
ょ
うは

「
英え

い

語ご

や
ス
ペ
イ
ン
語ご

圏け
ん

の

　世
せ

界
かい

中
じゅう

から和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

人
じん

と子
し

孫
そん

が集
つど

う第
だい

１回
かい

「和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

人
じん

会
かい

世
せ

界
かい

大
たい

会
かい

」が１１月
がつ

２４～２７日
にち

、母
ぼ

県
けん

で開
かい

催
さい

された。アメリカ大
たい

陸
りく

を中
ちゅう

心
しん

に８カ国
こく

から在
ざい

外
がい

県
けん

人
じん

会
かい

会
かい

員
いん

ら約
やく

２８０人
にん

、うち伯
はっ

国
こく

からは約
やく

５０人
にん

が訪
ほう

日
にち

した。２４日
か

の記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

には国
こく

内
ない

外
がい

の県
けん

人
じん

会
かい

会
かい

員
いん

や地
じ

元
もと

県
けん

人
じん

ら約
やく

２千
せん

人
にん

が出
しゅっ

席
せき

し、郷
きょう

土
ど

愛
あい

を共
きょう

有
ゆう

した。今
こん

月
げつ

１９日
にち

、大
たい

会
かい

に参
さん

加
か

した谷
たに

口
ぐち

ジョゼー眞
しん

一
いち

郎
ろう

ブラジル県
けん

人
じん

会
かい

会
かい

長
ちょう

（７７、二
に

世
せい

）に話
はなし

を聞
き

いた。

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
、
母ぼ

県け
ん

に
も
そ
の

言げ
ん

語ご

を
使つ

か

え
る
人ひ

と

が
一い

っ

定て
い

数す
う

お
り
連れ

ん

携け
い

で
き
る
が
、
ポ
語ご

を
扱あ

つ
か

え
る
人ひ

と

が
母ぼ

県け
ん

に
少す

く

な

い
。
伯は

っ

国こ
く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
今こ

ん

後ご

は

言げ
ん

語ご

面め
ん

が
課か

題だ
い

と
な
る
」
と

述の

べ
た
。
日に

本ほ
ん

で
は
英え

い

語ご

や

ス
ペ
イ
ン
語ご

に
比く

ら

べ
る
と
、
ポ

語ご

学が
く

習し
ゅ
う

者し
ゃ

は
少す

く

な
い
。
伯は

っ

国こ
く

側が
わ

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
うの
促そ

く

進し
ん

が

急い
そ

が
れ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
１
月が

つ

２
４
日か

午ご

後ご

（
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

）、
和わ

歌か

山や
ま

市し

内な
い

の

県け
ん

民み
ん

文ぶ
ん

化か

会か
い

館か
ん

大だ
い

ホ
ー
ル

で
、
約や

く

２
千せ

ん

人に
ん

の
県け

ん

人じ
ん

ら
が

集あ
つ

ま
る
中な

か

、
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
行

お
こ
な

わ
れ
た
。
自じ

民み
ん

党と
う

幹か
ん

事じ

長
ち
ょ
う

の
二に

階か
い

俊と
し

博ひ
ろ

衆し
ゅ
う

院い
ん

議ぎ

員い
ん

、
同ど

う

党と
う

の
世せ

耕こ
う

弘ひ
ろ

成し
げ

参さ
ん

院い
ん

議ぎ

員い
ん

ら

県け
ん

内な
い

出し
ゅ
っ
し
ん身の
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

、
市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

長ち
ょ
うら
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

仁に

坂さ
か

吉よ
し

伸の
ぶ

知ち

事じ

が
あ
い
さ

つ
を
行お

こ
な
い
「
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

か
ら

各か
く

地ち

に
渡わ

た

っ
た
人ひ

と

が
活か

つ

躍や
く

し

て
い
る
の
は
誇ほ

こ

り
だ
。
今こ

ん

後ご

も
交こ

う

流り
ゅ
うを
継け

い

続ぞ
く

し
、
全ぜ

ん

世せ

界か
い

で
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

の
力ち

か
ら
を
発は

っ

揮き

し
て
ほ
し
い
」
と
語か

た

り
か
け

た
。
知ち

事じ

か
ら
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
うに
顕け

ん

彰し
ょ
うの
盾た

て

が
贈お

く

ら
れ
、

世せ

界か
い

の
県け

ん

系け
い

人じ
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て

谷た
に

口ぐ
ち

会か
い

長ち
ょ
うが
登と

う

壇だ
ん

し
、
日に

本ほ
ん

語ご

で
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
披ひ

露ろ
う

し
た
。

　
「
約や

く

１
３
０
年ね

ん

前ま
え

か
ら
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

の
海か

い

外が
い

移い

住じ
ゅ
うが
盛さ

か

ん
に
行お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
第だ

い

２
次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うに

は
、
移い

住じ
ゅ
う

先さ
き

で
差さ

別べ
つ

を
受う

け
る
な
ど
過か

酷こ
く

な
生せ

い

活か
つ

を
強し

い

ら
れ
る
移い

民み
ん

も
い
た
が
、
各か

っ

国こ
く

で
活か

つ

躍や
く

す
る
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

も
育そ

だ

っ
た
。
今こ

ん

後ご

は
我わ

れ

々わ
れ

二に

世せ
い

、
三さ

ん

世せ
い

が
県け

ん

人じ
ん

会か
い

を
支さ

さ

え
、

母ぼ

県け
ん

と
の
繋つ

な

が
り
を
末す

え

永な
が

く

守ま
も
っ
て
い
き
た
い
」
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

く

述の

べ
、
そ
の
場ば

面め
ん

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ニ
ュ
ー
ス
で
も
放ほ

う

送そ
う

さ
れ
た
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

や

各か
く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
映え

い

像ぞ
う

も
公こ

う

開か
い

さ
れ
、
バ
ン
ド
「
Ｔ

Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
の
元も

と

ボ
ー

カ
ル
・
宮み

や

沢ざ
わ

和か
ず

史ふ
み

や
日に

っ

系け
い

ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
人じ

ん

二に

世せ
い

歌か

手し
ゅ

の

大お
お

城し
ろ

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
、
地じ

元も
と

高こ
う

校こ
う

の
吹す

い

奏そ
う

楽が
く

部ぶ

、
児じ

童ど
う

合が
っ

唱し
ょ
う

団だ
ん

に
よ
る
記き

念ね
ん

コ
ン
サ
ー

ト
も
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
先さ

き

立だ

ち
、
県け

ん

民み
ん

文ぶ
ん

化か

会か
い

館か
ん

近ち
か

く
の
ホ
テ
ル
で
は

在ざ
い

外が
い

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

員い
ん

向む

け
に
、

　

奥お
く

原は
ら

常じ
ょ
う

嗣じ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
る

発は
っ

表ぴ
ょ
うの
後あ

と

、
今こ

年と
し

９
月が

つ

か
ら

新あ
た
らし
く
理り

事じ

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
た

山や
ま

室む
ろ

信ま
こ

工と

エ
ル
ベ
ル
ト
企き

画か
く

予よ

算さ
ん

担た
ん

当と
う

理り

事じ

（
５
８
、
二に

世せ
い

）
が
、
来ら

い

年ね
ん

度ど

の
事じ

業ぎ
ょ
う

方ほ
う

針し
ん

と
予よ

算さ
ん

案あ
ん

に
つ
い
て
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

し
た
。

　

山や
ま

室む
ろ

理り

事じ

は
「
継け

い

続ぞ
く

的て
き

な

活か
つ

動ど
う

の
た
め
に
は
、
長

ち
ょ
う

期き

的て
き

な
目め

線せ
ん

で
計け

い

画か
く

を
立た

て
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
」
と
し
、
１
０
年ね

ん

後ご

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う「
あ
る
べ
き
姿す

が
た

」

の
７
項こ

う

目も
く

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　
こ
れ
は
（
１
）
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

へ
の
貢こ

う

献け
ん

を
強

き
ょ
う

化か

、（
２
）
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
一い

っ

体た
い

化か

を
促そ

く

進し
ん

、

（
３
）
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

活か
つ

動ど
う

の
強

き
ょ
う

化か

、（
４
）
新あ

ら

た
な
る
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
普ふ

及き
ゅ
う

促そ
く

進し
ん

、（
５
）

日に
っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
う

窓ま
ど

口ぐ
ち

と
し
て
の
任に

ん

務む

遂す
い

行こ
う

、（
６
）
青せ

い

年ね
ん

達た
ち

の

し
ょ
う
ゆ
や
紀き

州し
ゅ
うて
ま
り
作づ

く

り
体た

い

験け
ん

な
ど
が
楽た

の

し
め
る
イ

ベ
ン
ト
も
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。

　

同ど
う

日じ
つ

昼ひ
る

に
は
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

と
県け

ん

議ぎ

ら
で
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

が
開ひ

ら

か
れ
、
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
母ぼ

県け
ん

と
の
繋つ

な

が
り
を
維い

持じ

し
つ

つ
、
在ざ

い

外が
い

県け
ん

人じ
ん

会か
い

間か
ん

の
「
横よ

こ

の
繋つ

な

が
り
」
を
強つ

よ

め
、
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
深し

ん

化か

さ
せ
て
い
く
こ

と
で
一い

っ

致ち

し
た
。

　

２
５
〜
２
７
日に

ち

は
紀き

北ほ
く

、

紀き

中ち
ゅ
う、
紀き

南な
ん

の
３
コ
ー
ス
に

分わ

か
れ
て
の
「
ふ
る
さ
と
巡め

ぐ

り
ツ
ア
ー
」
が
行お

こ
な
わ
れ
、
県け

ん

内な
い

各か
く

地ち

の
観か

ん

光こ
う

名め
い

所し
ょ

や
高こ

う

校こ
う

を
訪ほ

う

問も
ん

。
参さ

ん

加か

者し
ゃ

は
郷

き
ょ
う

土ど

文ぶ
ん

化か

に
接せ

っ

す
る
と
と
も
に
、
県け

ん

民み
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを
深ふ

か

め
た
。

　

２
５
日に

ち

に
は
「
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うシ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
行お

こ
な
わ
れ
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

各か
く

県け
ん

人じ
ん

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
強

き
ょ
う

化か

に
よ
る

持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

性せ
い

を
達た

っ

成せ
い

、（
７
）

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
提て

い

唱し
ょ
うす
る
第だ

い

五ご

期き

科か

学が
く

技ぎ

術じ
ゅ
つ

基き

本ほ
ん

計け
い

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

だ
。

　

７
項こ

う

目も
く

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
た
め

に
、
財ざ

い

政せ
い

改か
い

善ぜ
ん

と
共と

も

に
先せ

ん

行こ
う

投と
う

資し

し
て
い
く
方ほ

う

針し
ん

が
挙あ

げ

ら
れ
た
。
山や

ま

室む
ろ

理り

事じ

は
「
ス

ポ
ン
サ
ー
企き

業ぎ
ょ
うの
増ぞ

う

加か

、
所し

ょ

有ゆ
う

施し

設せ
つ

の
収

し
ゅ
う

益え
き

増ぞ
う

加か

、
会か

い

員い
ん

餅
もち

つきに集
あつま

った県
けん

人
じん

会
かい

の皆
みな

さん

　

ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
―
―
会か

い

館か
ん

サ
ロ
ン
に
入は

い

る
と
、
そ

ん
な
音お

と

が
景け

い

気き

よ
く
響ひ

び

き
、

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

の
皆み

な

さ
ん
が
手て

際ぎ
わ

よ

く
丸ま

る

め
て
い
た
。
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
千ち

田だ

曠ひ
ろ

暁あ
き

会か
い

長ち
ょ
う）
が

誇ほ
こ

る
３
０
年ね

ん

来ら
い

の
伝で

ん

統と
う

行
ぎ
ょ
う

事じ

『
餅も

ち

つ
き
』
の
一い

ち

場ば

面め
ん

だ
。

聖せ
い

市し

の
同ど

う

会か
い

館か
ん

で
１
４
日か

（
土ど

）
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
行お

こ
な
わ

れ
、
約や

く

３
０
人に

ん

が
晩ば

ん

ま
で
に

約や
く

１
０
０
キ
ロ
を
搗つ

い
て
丸ま

る

め
た
。

　
「
電で

ん

話わ

注ち
ゅ
う

文も
ん

が
多お

お

く
て
、

昨き
の
う日
締し

め
切き

り
ま
し
た
。
味あ

じ

見み

し
て
み
ま
し
た
が
、
新し

ん

米ま
い

な
の
で
味あ

じ

も
い
い
で
す
」
と
千ち

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
ほ
く
ほ
く
顔が

お

を
う

か
べ
た
。
取し

ゅ

材ざ
い

し
て
い
る
最さ

い

中ち
ゅ
うも
、
レ
ジ
ス
ト
ロ
産さ

ん

の
新し

ん

米ま
い

で
搗つ

い
た
白し

ろ

餅も
ち

の
注

ち
ゅ
う

文も
ん

品ひ
ん

（
５
０
０
グ
ラ
ム
入い

り
）
を
取と

　

年ね
ん

末ま
つ

年ね
ん

始し

の
本ほ

ん

紙し

「
休き

ゅ
う

暇か

」
は
、
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

が
１
２
月が

つ

２
７
日に

ち

（
金き

ん

）
〜
１
月が

つ

２
日か

（
木も

く

）
ま
で
、
営え

い

業ぎ
ょ
う・
購こ

う

読ど
く

部ぶ

は
１
２
月が

つ

３
０
日に

ち

（
月げ

つ

）

〜
１
月が

つ

１
日た

ち

（
水す

い

）
ま
で
と

な
る
。

　

な
お
、
本ほ

ん

紙し

購こ
う

読ど
く

料り
ょ
う

は
、

新し
ん

年ね
ん

か
ら
値ね

上あ

げ
と
な
る
の

で
要よ

う

注ち
ゅ
う

意い

。
た
と
え
来ら

い

年ね
ん

分ぶ
ん

の
購こ

う

読ど
く

料り
ょ
うで
も
、
年ね

ん

末ま
つ

ま
で

に
払は

ら

え
ば
、
旧き

ゅ
う

年ね
ん

中ち
ゅ
うの
料り

ょ
う

金き
ん

と
な
る
。
本ほ

ん

紙し

へ
の
問と

い
合あ

わ

せ
は
電で

ん

話わ

（
１
１・
３
３
４ 

０・６
０
６
０
）
ま
で
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
理り

事じ

会か
い

に
９
月が

つ

か

ら
新あ

た
ら

し
く
参さ

ん

加か

し
た
、
山や

ま

室む
ろ

信ま
こ

工と

エ
ル
ベ
ル
ト
企き

画か
く

予よ

算さ
ん

担た
ん

当と
う

理り

事じ

。
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
うと
共と

も

に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

で

働は
た
ら

き
、
元も

と

Ｎ
Ｅ
Ｃ
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

長ち
ょ
う、
元も

と

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
副ふ

く

社し
ゃ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
た
。
石い

し

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
うが
理り

事じ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
る

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

の
役や

く

員い
ん

も
兼け

ん

任に
ん

し
て
お
り
、
信し

ん

頼ら
い

で
き
る
仲な

か

間ま

を
引ひ

き
入い

れ
た
よ

う
だ
。
山や

ま

室む
ろ

理り

事じ

に
よ
れ

ば
、「
７
月が

つ

以い

降こ
う

か
ら
赤あ

か

字じ

会か
い

計け
い

に
な
ら
な
い
よ
う
努つ

と

め

る
他ほ

か

、
若わ

か

手て

の
教

き
ょ
う

育い
く

に
力ち

か
ら

を

入い

れ
て
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
意い

見け
ん

を

取と

り
入い

れ
て
い
る
」
の
だ
と

か
。
文ぶ

ん

協き
ょ
うに
足た

り
な
か
っ
た

経け
い

営え
い

経け
い

験け
ん

が
豊ほ

う

富ふ

な
人じ

ん

材ざ
い

と

し
て
、
奥お

く

原は
ら

副ふ
く

社し
ゃ

長ち
ょ
うと
共と

も

に

今こ
ん

後ご

の
活か

つ

躍や
く

に
期き

待た
い

し
た
い

と
こ
ろ
だ
。

伯は
っ

国こ
く

か
ら
も
５
０
人に

ん

が
訪ほ

う

日に
ち

２
千せ

ん

人に
ん

が
熱あ

つ

い
郷き

ょ
う

土ど

愛あ
い

を
共き

ょ
う

有ゆ
う

増ぞ
う

加か

、
イ
ベ
ン
ト
で
の
黒く

ろ

字じ

会か
い

計け
い

を
徹て

っ

底て
い

し
、
全ぜ

ん

体た
い

的て
き

な

収し
ゅ
う

益え
き

を
３
０
万ま

ん

レ
ア
ル
増ふ

や

す
予よ

定て
い

」
と
説せ

つ

明め
い

。

　

今い
ま

ま
で
行

お
こ
な
っ
て
こ
な
か
っ
た

先せ
ん

行こ
う

投と
う

資し

と
し
て
人じ

ん

材ざ
い

強
き
ょ
う

化か

、
施し

設せ
つ

改か
い

修し
ゅ
う、
主し

ゅ

力り
ょ
く

事じ

業ぎ
ょ
うの
強

き
ょ
う

化か

な
ど
が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ

た
。
そ
れ
に
伴と

も
な
い
、
経け

い

費ひ

削さ
く

減げ
ん

も
行

お
こ
な
っ
て
い
く
。

　

各か
く

イ
ベ
ン
ト
で
経け

い

営え
い

計け
い

画か
く

岩い
わ

手て

餅も
ち

つ
き
今こ

年と
し

も
盛せ

い

況き
ょ
う

に

景け
い

気き

よ
く
ペッ
タ
ン
、
ペッ
タ
ン

や
予よ

算さ
ん

立だ

て
を
行

お
こ
な
っ
て
こ
な
か

っ
た
点て

ん

に
も
言げ

ん

及き
ゅ
うし
、「
資し

金き
ん

調ち
ょ
う

達た
つ

な
ど
財ざ

い

政せ
い

面め
ん

の
仕し

事ご
と

を

行お
こ
なう
部ぶ

署し
ょ

を
設も

う

け
、
や
り
方か

た

を
シ
ス
テ
ム
化か

さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
展て

ん

望ぼ
う

を
語か

た
っ
た
。

　

そ
れ
と
共と

も

に
、
新し

ん

規き

事じ

業
ぎ
ょ
う

も
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
行

お
こ
な

っ
て
い
く
と

デ
カ
セ
ギ
子し

弟て
い

を
対た

い

象し
ょ
うに
行

お
こ
な

っ
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
７
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
、
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
う

代だ
い

表ひ
ょ
うも
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。
そ
の
結け

っ

果か

、

仕し

事ご
と

が
な
い
２
〜
３
人に

ん

の
若わ

か

者も
の

の
仕し

事ご
と

が
決き

ま
っ
た
と
い

う
。
こ
の
活か

つ

動ど
う

は
、
今こ

ん

後ご

も

継け
い

続ぞ
く

し
て
い
く
方ほ

う

針し
ん

だ
。

　

今こ
ん

年ね
ん

度ど

会か
い

計け
い

の
見み

込こ

み
は

収し
ゅ
う

入に
ゅ
う５
４
６
万ま

ん

レ
ア
ル
、
支し

出し
ゅ
つ５
３
６
万ま

ん

レ
で
１
０
万ま

ん

レ
の
黒く

ろ

字じ

。
ま
と
ま
っ
た

黒く
ろ

字じ

に
な
る
の
は
久ひ

さ

し
ぶ

り
。
来ら

い

年ね
ん

度ど

の
予よ

算さ
ん

は
収

し
ゅ
う

入
に
ゅ
う

５
７
６
万ま

ん

３
千ぜ

ん

レ
、
支し

出
し
ゅ
つ

５
４
６
万ま

ん

３
千ぜ

ん

レ
で
３
０
万ま

ん

レ
の
黒く

ろ

字じ

を
見み

込こ

む
。
６
５

周し
ゅ
う

年ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの
資し

金き
ん

と
し
て

は
、
１
５
万ま

ん

レ
ア
ル
を
計け

い

上
じ
ょ
う

し
て
い
る
。

　

石い
し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
うは
本ほ

ん

紙し

の
取し

ゅ

材ざ
い

に
対た

い

し
、「
文ぶ

ん

協き
ょ
うは
福ふ

く

第
だい

１回
かい

世
せ

界
かい

大
たい

会
かい

盛
せい

大
だい

に開
かい

催
さい

（７） ２０１９年第５３９５号  １２月 ２１日 （土曜日）

１
０
年ね

ん

後ご

を
見み

据す

え
た
事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

抜ば
っ

本ぽ
ん

改か
い

革か
く

に
乗の

り
出だ

す
新し

ん

体た
い

制せ
い

文
ぶん

協
きょう

定
てい

期
き

評
ひょう

議
ぎ

員
いん

会
かい

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

の様
よう

子
す

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

山や
ま

室む
ろ

エ
ル
ベ
ル
ト
企き

画か
く

予よ

算さ
ん

担た
ん

当と
う

理り

事じ

和
わ

歌
か

山
や ま

県
け ん

人
じ ん

会
か い

母ぼ

県け
ん

に
対た

い

す
る
意い

識し
き

が
薄う

す

か

っ
た
り
、
母ぼ

県け
ん

へ
の
関か

ん

心し
ん

を
引ひ

く
の
が
難む

ず
か

し
い
」
と
問も

ん

題だ
い

提て
い

起き

し
た
そ
う
。
確た

し

か
に
伯は

っ

国こ
く

の
多お

お

く
の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

で
若わ

か

者も
の

の

不ふ

足そ
く

は
よ
く
話わ

題だ
い

に
上あ

が
る
。

谷た
に

口ぐ
ち

会か
い

長ち
ょ
うは
こ
の
問も

ん

題だ
い

に
対た

い

し
「『
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

』
を

『
和わ

歌か

山や
ま

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

』
と

い
う
名め

い

称し
ょ
うに
変か

え
て
、
県け

ん

人じ
ん

子し

弟て
い

か
ど
う
か
を
問と

わ
な
い

姿し

勢せ
い

を
も
っ
と
打う

ち
出だ

し
た

会か
い

は
活か

つ

動ど
う

紹し
ょ
う

介か
い

や
現げ

ん

在ざ
い

の
課か

題だ
い

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
た
。
共

き
ょ
う

通つ
う

し
た

課か

題だ
い

と
し
て
、
会か

い

員い
ん

の
高こ

う

齢れ
い

化か

と
二に

世せ
い

以い

降こ
う

の
若わ

か

者も
の

に
お

け
る
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

へ
の
関か

ん

心し
ん

低て
い

下か

、
日に

本ほ
ん

語ご

話わ

者し
ゃ

の
減げ

ん

少
し
ょ
う

が
挙あ

げ
ら
れ
た
。

　

大た
い

会か
い

を
振ふ

り
返か

え

り
、
谷た

に

口ぐ
ち

会か
い

長ち
ょ
うは
「
非ひ

常じ
ょ
うに
有ゆ

う

意い

義ぎ

な

も
の
に
な
っ
た
。
他た

国こ
く

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
初は

じ

め
て
会あ

う
機き

会か
い

に
も

な
っ
た
。
今こ

ん

後ご

は
横よ

こ

の
交こ

う

流
り
ゅ
う

も
盛さ

か

ん
に
し
て
い
き
た
い
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
は
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

な
ど
の

課か

題だ
い

も
あ
る
が
、
未み

来ら
い

に
向む

け
て
繁は

ん

栄え
い

さ
せ
た
い
」
と
し

た
。

　

大た
い

会か
い

に
合あ

わ
せ
、
ク
イ
ッ

ク
リ
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
社し

ゃ

が
同ど

う

県け
ん

と
三み

重え

県け
ん

、
大お

お

阪さ
か

府ふ

を
巡め

ぐ

る
ツ
ア
ー
を
１
７
〜
今こ

ん

月げ
つ

１

日た
ち

に
実じ

っ

施し

。
谷た

に

口ぐ
ち

会か
い

長ち
ょ
う、
下し

も

川か
わ

孝た
か
しブ
ラ
ジ
ル
三み

重え

県け
ん

人じ
ん

文ぶ
ん

化か

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うら
１
５

人に
ん

ほ
ど
が
参さ

ん

加か

し
、
大た

い

会か
い

前ぜ
ん

後ご

に
は
３
府ふ

県け
ん

の
観か

ん

光こ
う

名め
い

所し
ょ

な
ど
を
訪ほ

う

問も
ん

。
三み

重え

県け
ん

で
は

鈴す
ず

木き

英え
い

敬け
い

知ち

事じ

と
の
面め

ん

会か
い

も

行お
こ
な
っ
た
。

り
に
来く

る
人ひ

と

が
、
次つ

ぎ

か
ら
次つ

ぎ
へ

と
訪お

と
ずれ
て
い
た
。

　

丸ま
る

め
る
作さ

業ぎ
ょ
うを
手て

伝つ
だ

っ
て

い
た
大お

お

崎さ
き

お
き
よ
さ
ん
（
東と

う

京き
ょ
う

都と

八は
ち

丈じ
ょ
う

島じ
ま

、
８
５
）
は

■
年ね

ん

末ま
つ

年ね
ん

始し

の

お
知し

ら
せ
■

祉し

団だ
ん

体た
い

な
の
で
儲も

う

か
る
必ひ

つ

要よ
う

は
な
い
が
、
活か

つ

動ど
う

に
は
お
金か

ね

が
か
か
る
。
今こ

ん

回か
い

は
経け

い

費ひ

削さ
く

減げ
ん

を
皆み

な

に
意い

識し
き

し
て
も
ら
っ

た
」
と
回か

い

答と
う

し
た
。

　

就
し
ゅ
う

任に
ん

１
年ね

ん

目め

と
な
っ
た
今こ

年と
し

の
活か

つ

動ど
う

に
つ
い
て
は
、「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
一い

っ

体た
い

と
な
る
た
め
、

全ぜ
ん

伯ぱ
く

を
回ま

わ

り
交こ

う

流り
ゅ
うを
深ふ

か

め

た
」
と
総そ

う

括か
つ

し
、
最も

っ
と
も
印い

ん

象
し
ょ
う

に
残の

こ

っ
た
行

ぎ
ょ
う

事じ

と
し
て
「『
即そ

く

位い

の
礼れ

い

』
の
行

ぎ
ょ
う

事じ

と
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

会か
い

で
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両
り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
前ま

え

で
演え

ん

説ぜ
つ

し
た
こ
と
。

と
て
も
感か

ん

動ど
う

的て
き

な
出で

来き

事ご
と

だ

っ
た
」
と
述の

べ
た
。

を
皆み

な

で
一い

っ

緒し
ょ

に
や
っ
た
と
い
う
。

「
皆み

な

で
仕し

事ご
と

を
す
る
の
が
好す

き
な
の
」。

　

岩い
わ

手て

県け
ん

北き
た

上か
み

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
昆こ

ん

野の

ト
シ
コ
さ
ん
（
８
４
）
は
手て

を
休や

す

め
ず
に
、
取し

ゅ

材ざ
い

に
応お

う

じ

た
。
餅も

ち

を
く
っつ
け
な
い
よ
う

に
ふ
る
白し

ろ

い
粉こ

な

が
顔か

お

に
つ
い
て

い
た
の
で
、
そ
れ
を
つ
い
チ
ラ

ッ
と
見み

る
と
「
お
し
ろ
い
み
た

い
で
し
ょ
。
餅も

ち

つ
き
し
た
ら
お

化け

粧し
ょ
うい
ら
な
い
の
よ
」
と
楽た

の

し
そ
う
。

　

さ
ら
に
「
ブ
ラ
ジ
ル
は
良い

い
わ
。
お
化け

粧し
ょ
うし
な
く
て
い
い

し
、
髪か

み

の
毛け

も
染そ

め
な
く
て

も
誰だ

れ

も
文も

ん

句く

言い

わ
な
い
。
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

は
オ
ニ
ブ
ス
、
メ
ト
ロ

も
タ
ダ
。
こ
れ
で
泥ど

ろ

棒ぼ
う

が
い

な
け
り
ゃ
最さ

い

高こ
う

な
ん
だ
け
ど

ね
！
」
と
豪ご

う

快か
い

に
笑わ

ら

い
飛と

ば

し
た
。

　

翌よ
く

日じ
つ

は
慰い

労ろ
う

会か
い

を
兼か

ね
た

忘ぼ
う

年ね
ん

会か
い

で
、
皆み

な

で
一ひ

と

足あ
し

先さ
き

の

お
雑ぞ

う

煮に

を
食た

べ
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
歓か

ん

談だ
ん

し
た
。

（下
げ

）

財ざ
い

政せ
い

改か
い

善ぜ
ん

と
共と

も

に
先せ

ん

行こ
う

投と
う

資し

も

発は
っ

表ぴ
ょ
う。
今こ

年と
し

の
８

月が
つ

に
奥お

く

原は
ら

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

主し
ゅ

導ど
う

で
行お

こ
な

わ

れ
た
「
ソ
サ
エ
テ

ィ
５
・
０
」
講こ

う

演え
ん

会か
い

の
よ
う
な
今い

ま

の

日に

本ほ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る

イ
ベ
ン
ト
も
今こ

ん

後ご

ど
ん
ど
ん
実じ

っ

施し

す

る
。

　

今こ

年と
し

１
０
月が

つ

、

「
主し

ゅ

人じ
ん

が
岩い

わ

手て

で
す
が
、
な

ぜ
か
存ぞ

ん

命め
い

中ち
ゅ
うは
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
来き

た
こ
と
な
か
っ
た
。
３
年ね

ん

前ま
え

か
ら
手て

伝つ
だ

い
に
来き

て
い
る
け

ど
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
皆み

な

で
仕し

事ご
と

を
す
る
の
が
楽た

の

し
い

の
」
と
笑わ

ら

っ
た
。
２
０
歳さ

い

で

渡と

伯は
く

し
て
、
早は

や

６
５
年ね

ん

。
最さ

い

初し
ょ

は
レ
ジ
ス
ト
ロ
に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
て

お
茶ち

ゃ

摘つ

み
、
雑ざ

っ

草そ
う

取と

り
な
ど

　
「
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

世せ

界か
い

大た
い

会か
い

」
に
参さ

ん

加か

し
た
谷た

に

口ぐ
ち

ジ
ョ

ゼ
ー
眞し

ん

一い
ち

郎ろ
う

・
伯は

っ

国こ
く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うは
、
他た

国こ
く

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

員い
ん

ら
と
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

す
る
中な

か

で

「
外が

い

国こ
く

生う

ま
れ
の
二に

世せ
い

、
三さ

ん

世せ
い

は
、
両

り
ょ
う

親し
ん

の
母ぼ

県け
ん

が
異こ

と

な

る
こ
と
も
あ
り
、
ど
ち
ら
か

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

に
し
か
参さ

ん

加か

し
な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も

　

１
２
月が

つ

２
４
日か

（
火か

）、

２
５
日に

ち

（
水す

い

）
は
印い

ん

刷さ
つ

所じ
ょ

が

ク
リ
ス
マ
ス
休き

ゅ
う

業ぎ
ょ
うと
な
る
た

め
、
本ほ

ん

紙し

も
２
５
日に

ち

（
水す

い

）、

２
６
日に

ち

（
木も

く

）
付づ

け

が
休き

ゅ
う

刊か
ん

と

な
る
。

　

今こ

年と
し

最さ
い

後ご

の
「
通つ

う

常じ
ょ
う

号ご
う

」

は
２
７
日に

ち

（
金き

ん

）
付づ

け

。
そ
の

後ご

に
、「
２
０
２
０
年ね

ん

新し
ん

年ね
ん

号ご
う

」
が
年ね

ん

内な
い

に
配は

い

達た
つ

さ
れ
る
。

新し
ん

年ね
ん

の
「
通つ

う

常じ
ょ
う

号ご
う

」
は
１
月が

つ

４
日か

（
土ど

）
付づ

け

か
ら
。

式
しき

典
てん

であいさつする谷
たに

口
ぐち

会
かい

長
ちょう

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）
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